
い
ざ
と
い
う
と
き
で
も
安
心
!

テレホンサービス

66-0010番

充
実
し
た
急
病
救
急
医
療
シ
ス
テ
ム

夜
間
や
日
曜

・
休
日
に
急
に
気
分
が
悪
く
な
っ
た
り
、
突
然
の

歯
痛
で
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
い
つ
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ

う
に
、
夜
間
急
病
診
療
所
や
休
日

・
土
曜
日
昼
間
の
休
日
当
番
医
、

休
日

・
土
曜
日
夜
間
の
歯
科
診
療
所
を
松
戸
市
医
師
会

・
松
戸
歯

科
医
師
会
・
松
戸
市
薬
剤
師
会
の
協
力
で
開
設
し
て
い
ま
す
。

急
病
で
緊
急
に
治
療
を
受
け
た
い
と
き
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
保
健
衛
生
課
 
6
6・
7
4
8
2

番

夜間急病診療所は、毎日午後８時～11 時の間診療を行っています

市

で

は
、
市

民

が
安
心
し

て
暮

ら

せ

る
よ

う
に

、
第

一
次
救

急

（
夜

間

急

病
診

療
所
）
　・
第
二

次
救

急

（
待

機

病

院

）
、

さ

ら

に
重

症

患
者

に

は

第

三
次
救

急

（
市

立
病
院

―
地
域

救

命

救
急

セ
ン

タ

山

の
二

十
四

時
間

救

急

医

療
体

制

（
表

１

）
を

と

り

、

皆

さ

ん
の
生
命

を
守

っ
て

い
ま
す

。

毎
日
午
後
８
時
～
1
1
時
の
間
、
衛

生
会
館

内

の
夜
間

急
病
診

療
所

（
内

科

系

、
外
科

系
）
で

は
医

師

・
看

護

婦
そ

れ

ぞ
れ
二

人

が
診
療

に
当

た

っ

て

い
ま

す
。

ま

た
、
市

内
圭

一
の
内

科

系

（
小

児

科

を
含
む

）
　・
外

科

系

の
病
院

の

内

、

お

の
お
の

一
病
院

が
輪
番

制
で

毎
晩
午

後
５

時

か
ら
翌
朝

の
午
前
９

時
ま

で
待
機

病

院
と
し

て
、

さ
ら

に

重
症

の
場

合
は
市

立
病

院

が
診
療

に

当
た

り
ま
す

。

急

病

で

治

療

を
受

け

た

い
と

き

は

、

ま

ず

「

テ

レ

ホ

ン
サ

ー

ビ

ス

（
6
6

・
0
0
1
0

番

）」

に

電
話

を

利用者から

ひと言

し
て
く
だ

さ
い
。
当
日
の
待
機
病

院
な
ど
が
確
認
で
き
ま
す
。

休
日
・
土

曜
日

の
昼
間
の
診
療

は

休
日
当

番
医
へ

休
日
・
土
曜
日
の
昼
間
の
救
急
患

者
に
対
す

る
診
療
は
、
「
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス
」
で
当
日
の
当
番
医
を
聞

き
、
担
当
の
診
療
機
関
や
内
科
系
・

外
科
系
の
待
機
病
院
で
診
察
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

休
日

・
土
曜
日
の
夜
間

に

歯

痛
で
困
っ
た

ら

土
曜
・
日
曜
日
・
祝
日
の
夜
、
突

然
の
歯
痛
な
ど
で
困
っ
た
と
き
は
、

衛
生
会
館
内
の
休
口
十
曜
日
夜
間
歯

科
診
療
所
で
午
後
８
時
～
1
1
時
の

問
、
診
療
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
医
師

一
犬

、
歯
科
衛
生
士
二
人
が
診
療
に

当
た
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
年
末
年
始
や
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
イ
ー
ク
・
旧
盆
の
昼
間
の
間
も
応

急
歯
科
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

新

松

戸高
　
千
晴
　
さ
ん
（
後
列
左
）

ゆ
み
　
さ
ん
(
前
列
）

ひ

さ
え

さ
ん
（
後
列
右
）

夜 間急 病 診療 所(衛 生 会館 内)

●竹ケ花45-53　S68-3756 番

急病救急医療システム終
了

時
間
間
際
に
来
ら
れ
る
場

合
は
、
事
前
に
ご
連
絡
を

夜
間
急
病
診
療
所
・
休
日
土

曜
日
夜
間

歯
科
診
療
所
は
、
午

後
８
時
～
1
1時
の
間
診
療
を
行

っ
て

い
ま
す
。

終
了
間

際
に
来
ら
れ
る
人

は
、

前
も
っ
て
電
話

を
か
け
て

か
ら

お
い
で
く
だ
さ
い
。

囲
夜
間
急
病
診
療
所
昔
6
8・
3
7

5
6
番
、
休
日
土
曜
日
夜
間
歯

科
診
療
所
昔
6
5
・
3
4
3
0
番

応
急
歯
科
在
宅
当
直
医

1
2
月
2
9
日
(
日
)
～
１
月
３
日
(
金
)
の
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
、
左
記
の
と
お
り
応
急
歯
科
診
療

を
行
い
ま
す
。

間 日 ｜　　診 療 所 名　　｜　 所　在　地　　｜　 電　話

年
末
年
始
の
在
宅
当
直
医
は
確
認
を

年
末
年
始
〔
１
２
月
2
9
日
(
日
)
～
１
月
３
日
(
金
)
、
各
午
前
９
時
～

午

後
４
時
3
0分
〕
の
在
宅
当
直

医
に

つ
い
て
は

、
当

日
の
テ

レ

ホ
ン

サ
ー
ビ
ス（
6
6

・
0
0
1
0

番
）
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

最
寄
り
の
医
療
機

関
を
知

り
た

い
と
き

は
、
「
医
療

マ
ッ

プ
」

が
便
利

で
す

。
ま
だ
、
お
持

ち
で

な

い
ご
家

庭
は
、
市
民
課

・

各
支

所
の
窓
口
で
配
布
し
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ

い
。

［
］
は
前
月
比

人口と世帯

人口　461,028,人 ［+ 121 ］

男　234,051 人 ［＋　18 ］

女　226,977 人 ［+  103 ］

世帯　173,603 世帯［+  124 ］

時間午前9 時～午後5 時(昼食時間を除＜)

主な内容

自転車駐車場

定期使用申請を受け付け

保育所( 園) の入所案内

文化 ホール特別展

｢科学で学ぼう｣

情報チャンネル

見に行こう　聴いてみよう

夜
、
子
ど
も
の
具
合
が
悪
く

な
っ
た
の
で
病
院
を
い
ろ
い
ろ

探
し
て
い
る
う
ち
に
、
夜
間
急

病
診
療
所
が
あ
る
の
を
初
め
て

知
り
ま
し
た
。

子
ど
も
は
我
慢
が
で
き
な
い

の
で
、
急
病
の
場
合
に
は
と
て

も
助
か
り
ま
す
ね
。

急
病
の
と
き
は
、
ま
ず
「
テ
レ

ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
」
に
電
話
を

年末年

始

'365 日､ 夜 間 の 急 病 は

夜間急病診療所
(衛生会飾内)

内科、外科

内科系当番病院
(小児科を含む)

外科系当番病院

国保松戸
市立病院

(地域救命救急)

センター

市立病院待機病院診療所
第

．
次
救
急

第
二

次
救
急

第
三
次
救
急

12/29( 日)

30(月)

31(火)

１／１(祝)

-一 一 一一 一-----･

2(木)

3(金)

橋本歯科医院

あん びる 歯 科医 院

藤田 歯科 医 院

|宮嶋歯科医院

恩田 歯科 医 院

|ﾉ 尚

つ こ

とう ない 歯 科

常 盤 平5-13-8

馬 槁105

西 馬182-19-1

五香南1-14-5

常 盤 平1-22-5

新 松 戸3-255

本町2-3

中 和 倉120

常 盤 平5-25-11

新 松 戸3-141

㎜

八ヶ崎680-1

新 松 戸3-18

84-7266 番

40-0144 番

147ー9723番

87ー0068番

088-3188 番

44―1391番

64―6666番

43-2325番

86-6482 番

45-2815 番

42-5143 番

46
―3213

番
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１２月 ７日現在



１２月２５日(水)から

松戸駅・北松戸駅周辺自転車駐車場

定期使用申請の受付を開始

現
在
、
松
戸
駅
・
北
松
戸
駅
周
辺
の
自
転
車
駐

車
場
を
無
料
で
開
放
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
９
年

４
月
１
日
か
ら
有
料
許
可
制
に
な
り
ま
す
。
自
転

車
駐
車
場
の
定
期
使
用
を
希
望
す
る
人
は
、
定
期

使
用
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
一
時
使
用
す
る
と
き
は
、
そ
の
都
度
使

用
料
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

安
全
課
安
令
係

定
期

使

用
で

き

る

車
種

防
犯

登
録

を
受

け
て

い

る
自

転

車

と
オ

ー
ト

バ
イ

（
五

〇
Ｃ

Ｃ
以

下
）
。

※
使
用

料

は
表
Ｉ

の
と

お
り

表１　駐車場使用料（消費税含む）

11　 定期使用（月額）

自転車駐車場の出入口付近に置かれた自転車。入れるのに苦労します

表２　申請書（パンフレット兼用）

配布場所

市 役 所 本 館 １ 階 受 付 隣 パ ン フ レ ッ

ト ス タ ン ド

矢 切 支 所 窓 ロ カ ウ ン タ ー

市 民 会 館2 階 パ ン フ レ ッ ト ス タ ン ド

シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー 窓 ロ カ ウ ン タ ー

Ｊ Ｒ 松 戸 駅 広 報 ボ ッ ク ス

Ｊ Ｒ 北 松 戸 駅 広 報 ボ ッ ク ス

明 市 民 セ ン タ ー1 階 入 口 横

二 十 世 紀 が 丘 市 民 セ ン タ ー1 階 ロ ビ ー

古 ケ 崎 市 民 セ ン タ ー1 階 入 口 正 面

松 戸 駅 西 口 公 園 下 自 転 車 駐 車 場 管

理 棟 窓 口

北 松 戸 駅 西 口 自 転 車 駐 車 場 管 理 棟

窓 口

定

期

使
用

す

る
こ

と

が
で

き

る
人

駅
を

起
点

と
し
て

お

お
む
ね
半

径

八
百

び
以

遠

に
自
宅

ま

た
は
通

勤

・

通

学
先

等

が
あ

る
人

。

※
松
戸

駅

お
よ

び
北

松
戸

駅
周

辺

の

自
転
車
駐
車
場
に
も
提
示
し
て
あ

り
ま

す

。

申
請
書
の
配
布
場
所

定
期
使
用
申
請
書
（
利
用
パ
ン
フ

レ

ッ
ト

兼
用

）

は
、
表

２
の
場

所

に

置
い
て
あ
り
ま
す
。
「
仕
組
み
」
が
記

載

さ

れ
て

い
ま
す

の
で

、
内
容

を
お

読

み
の
上
、
申
請
し

て
く
だ
さ

い
。

申
し

込

み

平
成

９
年

１
月
3
1
日

金

〔
必
着
〕

ま
で
に
、
郵
送
で
〒
2
7
0
松
戸
面
金
ケ

作
二
七
七
の
五
(
社
)
松
戸
市
シ
ル
バ
ー

人
材

セ
ン

タ

ー

（
8
1

・
3
1
9
1

番
）
へ

結
果

通
知

書

３

月
中

旬
に
「
定

期
使
用

カ
ー
ド
」

と
と

も
に

送
付
し

ま
す

。
申

請
者
数

が
そ

の
自

転
車

駐
車
場

の
定

数
を
超

え

た
場
合

は
抽

選
を
行

い
ま

す

が
、

落
選

さ

れ
た
人

も
空

き

が
生

じ
次
第

待
機
順
に
使
用
で
き
ま
す
の
で
、
待

機
順

位

が
記
載

さ

れ
た
結
果

通
知
書

は
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳

細

に
つ

い
て
は

、「
広
報

ま

つ
ど

自

転

車
駐
車

場
特

集
号

（
1
2月

丿

日

発
行

）
」

を
ご
覧

く
だ

さ

い
。

もうすぐ確定申告です

確定申告書の作成はご自身で

提出は郵送で
あらかじめ分かるところは記入を

所

得
税

の
確

定
申

告
書

は
、

ご
自

身
（
ま

た
は

依
頼

を
受
け

た
税

理
士

）

で

作
成
し

、
提

出
す

る
こ
と

に

な
っ

て

い
ま

す
。

特
に
サ

ラ
リ

ー
マ
ン
で

、
医
療

費

控

除
や

住
宅
取

得
等

特
別

控
除
等

を

受
け
る
人
に
は
、
記
載
が
簡
単
な
確

定

申
告

書

「
給

与
所

得
者

の
還
付

申

告

用
」

が
あ
り

ま
す

の
で

、

ご
自
身

で
作

成
し

て
み
て
く
だ

さ
い
。

税
務

署
で

は
、
確

定
申

告
書

の
記

人

方
法

な
ど
質

問

の
あ
る
人

の
た
め

に
、
書

き
方

の
ア

ド
バ
イ

ス
を
行

っ

て

い
ま

す
。

税
務
署

で
申

告
書

を
記

入
す
る
人
は
、
あ
ら
か
じ
め
確
定
申

告

書
用

紙
に

住
所

・
氏
名

・
扶

養
控

除

・
所

得
金

額
欄

な
ど
分

か

る
と
こ

ろ
は
記

入

の
上
、
お

い
で
く

だ
さ

い
。

3
月
に
入
る
と
大
変
混
雑
し
ま
す

早
い
時
期
に
お
い
で
く
だ
さ
い

※
サ

ラ
リ

ー
マ
ン

の
還
付

申
告

は

、

２
月
1
5
日

以
前

で
も
受

け
付

け
て

い
ま

す

。

※
す
べ
て
記
載
で
き
た
人
は
、
郵
送

で

の
提
出

を
お

願

い
し

ま

す
。

※
４
月

下
旬

ま
で
税

務
署

の
駐

車
場

は
使
用
で

き
ま
せ

ん
。
車

で
の

来

署

は

ご
遠
慮
ぐ

だ

さ
い
。

松
戸
税
務
署
 
6
3
・
1
1
7
1
番

㈱

、
千

葉
県

理
容

環
境

衛
生
同

業

組
合

松
戸
支

部

、
平

沼

も
と

教

育

関

係

へ

菊

安
勝

雄
、
黄
色

い
帽
子

の
会

、

松
戸
ユ

ー
カ
リ

ラ
イ

オ
ン

ズ
ク

ラ

ブ

、
寺
畑
公

雄

、
奥

村

陸
、

川
久

そ
の
他

松
戸
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
、
清
水
一
、

三
輪

政
次

郎

、
池

ノ

」に
フ

ヨ
、
大

岩

進

、

梅
木

俊

郎

、
三

枝

民

雄

、

松
戸
束
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
(
社
)

千
葉
県
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
協

会
松
戸
支
部

、

三
山
義
之
、
(
財
)
救
急
振
興
財
団
、

東
京
電
力
㈱
松
戸
営
業
所
、
荒
木

筆
義

〔
敬

称
略

・
順

不
同

〕

問
総

務
部

総
務
課

父

子

家

庭

の

皆

さ

ん

へ

児

童

養

護

費

を

助

成

し

ま

す

対

象
婚
姻

解

消

・
死

亡

・
生
死

不

明

等

の
た

め
、
母

に
養
育

さ

れ
て

い

な
い
十
八
歳
以
下
の
児
童
を
養
育
し

て

い
る
父

が
出
張

・
病
気

・
入

院
な

ど

の
事

情
で

。
時

的
に
児
童

の
養
育

・
世

話
を
家

政
婦

等
に
委

託
し

報
酬

を
支
払
っ
た
場
合
（
義
務
教
育
終
了

前
の
児
童
が
一
人
以
上
い
る
こ
と
。

所

得

制
限

あ
り

）
　

助

成
日

数
一
ヵ

月

五

日
以
内
　

助

成
額

一
日
七

千
二

百

八

十
円

（
一

時
間
九
百

十
円

）
を

限
度
 
必
要
書
類
 
費
用
の
明
細
書
（
領

収
書

）・
所

得
証
明

書

ほ
か

援

護
課

援
護
係

野

鳥
の

写

真

コ

ン

ク

ー

ル
出

品

作

を

募
集

内
容
野
鳥
を
題
材
に
し
た
カ
ラ
ー

ま
た
は
白
黒
の
キ
ャ
ビ
ネ
以
上
、
四

ツ
切
ま
で
の
写
真
（
未
発
表
作
品
に

限
る
。
巣
の
近
く
の
写
具
は
不
可
）

圃
２
月
2
0
日
(
木
)
ま
で
に
、
作
品
の
裏

に
応
募
用
紙
（
各
支
所

・
当
財
団
で

配
布
）
を
張

っ
て
、
直
接
ま
た
は
郵

送
で
〒
2
7
0
松
戸
巾
千
駄
堀
七
四
九
(
財
)

ま
つ
ど
街
と
水
辺
の
緑
化
基
金
（

4
5
・
9
8
4
6
番
）
へ

年

末

年

始

火

災

特

別

警

戒

を

実

施

中市
内

の
消

防

関

係
各

機

関

で

は
、

「
指
さ
し
防
火
で
火
災
Ｏ
」
を
合
言

葉
に
、
1
2
月
1
0
日
(
火
)
か
ら
１
月
７
日

(
火
)
ま
で
の
問
、
年
末
年
始
火
災
特
別

警

戒
を

実
施
し

て

い
ま
す

。

こ

の
季

節

は
空
気

が
乾
燥

し

、
火

災

が
起

こ
り

や
す

い
時
期
で

す

。
火

の
元
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

家

の
周
り

に
は
、

燃
え

や
す

い
物

を

置
か

な

い
な
ど
、

放
火

に
も
注

意

し

て
く

だ

さ
い
。

消
防
局
警
防
課
 
6
3
・
1
1
1
1

内
線
2
5
5
番

便
利
さ
に

慣
れ
て
忘
れ
る

火
の
こ
わ
さ

償

却

資

産
（
固

定

資

産

税

）
の

申

告

は

、

１

月
3
1
日

ま

で

に

申
告
を
必
要
と
す
る
人
平
成
９
年

１
月
1
日
現
在
、
市
内
に
事
業
用
の

償

却
資

産

（
市

内

の
他

の
事
業

所
に

貸
し
付

け
て

い
る

も
の

を
含
む

）
を

所

有
し

て

い
る
個

人

・
法

人
で

、
業

種

は
問

わ
ず

償

却
資
産
の
内

容

上

地
・
家
屋
以
外
の
事
業
の
た
め
に
使

う
こ
と

の
で

き

る
資

産
で

次

の
も

の

な
ど

が
該
当

①

構

築
物
（
構
内

舗
装

・
広
告

設
備

・
塀

な

ど
ブ
②

機
械

・

装
置

（
原
動

機

・
工

作

・
土
木

・
物

品
加
工

な
ど

の
各
種

機
械
装
置

な
ど
）

③

船
舶
（
ボ
ー
ト
・
釣
船

な
ど
）
①

航

空
機

（
飛
行

機

・

ヘ
リ

コ

プ
タ

ー
な

ど
）

⑤

平
両

・
運

搬
車

（
動
力

運

搬

車

・
大
型

特
殊
自

動
車

な
ど

）
⑥
工

具

・
器
具

・
備
品

（
机

・

ロ
ッ
カ

ー

・
シ
ョ

ー
ケ

ー
ス

・
応

接

セ
ッ
ト

・

パ
ソ

コ
ン

ー
ワ

ー

プ
ロ
な
ど

）
　

申

告
期
限
法
定
収
告
期
限
は
１
月
3
1
日

蚩
で

す

が
、
事
務

処
理

の
都

合
ヒ

、

１
月
2
0
日
(
月
)
ま
で
に
資
産
税
課
税
課

へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
正

当

な
平

出
が

な
く
申

告
し

な
か

っ
た

り

、
虚
偽

の
申

告
を
し

た
場

合

は
、

過

料
等
を

科

さ
れ
た
り

、
不

利
益

な

扱

い
を
受

け

る
こ

と

が
あ
り

ま
す

の

で

ご
注
意

く

だ
さ

い
。

資

産
税
課

税
課

償
却
資

産

係

水

道

モ

ニ

タ

ー

を

募

集

対

象
県

営

水
道

を
利
用

し
て

い
る

成
人
　
募
集
人
員
五
十
人
　
任
期
平

成
９

年
４

月
～
1
0
年
３

月
　

内
容

ア

ン
ケ

ー
ト

の
回

答
、

意
見

∴
要

望
等

の
提
出
（
随
時
）
、
懇

談
会

、
施
設

見

学

謝
礼

年

一
万

円

（
予

定
）

匣
１

月
3
1日

金

〔
当

日

消
印
有

効
〕

ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏

名
（
ふ
り

が
な
）・
性

別

・
生
年
月

日

（
年

齢
）
・
職

業

・
電

話
番

号

・
水
道

に
つ

い
て

の
関
心
事
（
二

百

字
程

度
）

・
返
信
用

あ

て
名

を
記

人

し
て

、

〒

2
6
0
千
葉
市
中
央
区
長
洲
一
の
九
の
Ｉ

１

葉
県
水

道
局

管

理
部
総

務
企
画

課

広
報
統
計
班
（
0
4
3
・
2
2
3
・
4
5
0

0
番

）

へ

場

バ
レ

エ
団

、
山
本
都

俊

、日

立
粉

末

冶

金

㈱
松
戸
事

業
所

文
化

体
育
会

、

成
人
講

座

「
親
子
で

チ

ャ
レ
ン

ジ
お

菓
子

教

室
」
受

講
者

一
同

、

さ
つ
き

ま
つ
り
実
行
委
員
会
、
千
葉
県
旅
行

業
協

会
、
中

村
裕
子

、
松

バ
市

観
光

梨

園
組

合
連

合
会

・
松
戸

市
梨
研

究

会

、
鎌

田
あ

き
子

、
巾
山

治
朗

、
ノ

ー
ブ
ル

グ
ル

ー

プ
、
人
橋

子
ど

も
会

育
成
会
、
松
戸
市
農
業
協
同
組
合
、

キ
ャ

ン
美
容

室
、
浅

野
直

則
、
小

板

橋
病
院

、
牧

井
加

奈
江

、
日

暮
忠

次
、

六
問
川

を
き

れ

い
に
す

る
会

・
松

戸

西
部
環
境
を
守
る
会
、
横
井
亜
紀
バ

レ
エ

ス
ク
・－

ル
、
市

川
美

津
子

、
田

村

裕

、
土

山
謙
治

、
馬

測
健

一
、
石

亀
咎
久
代
、
笹
原
一
好
、
川
上
昭
治

郎
、
星

幸
会

、
中

島
芙
美

子

、
中
島

治
康

、
鈴
木

吉
次

、
小
山

ガ
ー

デ
ン

寄
附
を
あ
り
が
と
う

（
平
成
８
年
４
月
１
日

～
９
月
3
0日
受
け
付
け
分
）

多
く
の
方
か
ら
貴
重
な
寄
付
を

い
た

だ

き
、

あ
り

が
と
う

ご
ざ

い

ま
し

た

。

皆

さ

ん
の

ご
厚

意

は
、

趣
旨

に

沿

っ
て
大

切

に
使

わ
せ
て

い
た

だ

き
ま

す

。

福

祉

関

係

へ

北

嶺

会
、
松

戸

ケ
ー

ブ
ル
テ
レ

ビ
㈱
、
竹
田
高
広
、
明
治
神
宮
宗

敬
会
、
坂
本
聴
琴
、
船
橋
信
用
金

庫

、
ス

パ
イ

ブ
ル
ワ

ッ

タ
ナ

ー
・

カ

ン
ヤ

ー
ラ
ッ
ト

、
中

茎
政

雄
、
本

橋

キ
ク

エ
、
民
謡

仲
原
派

、

新
山
雅

清
、
味
華
、
木
村
茂
夫
、
松
戸
工
業

連
合

会
工

連
祭
「
親
遊

会
」
、
セ
イ
コ

ー
労

働
組

合

・
セ
イ
コ

ー
電
子

工
業

支
部

高
塚

地
区

支
部

、
豊
峻

会
、
猪

出
和

之

、
車
椅
子

を
送

る

ダ
ン
ス

の

会

、
エ

ー
・
エ
ル

・
テ
ィ

ー
産
業

㈱
、

深

山
市
郎

、

㈱
新
葉
建

設
、

望
月
永

一
郎

、
陣

ケ
前

寿
会

、
み

の
り
リ
サ

イ
ク
ル
会
、
中
央
信
用
金
庫
、
(
財
)
サ

ン

ワ
み

ど
り
基

金

、
重

只
バ
レ

エ
劇

自

転
車

区分  屋根あり  屋根

なし一　般

高校生以下

2,000円

1,600円

3,000円

1,500円

1,200円

2,500円原動機付自転車

12　 一時使用（１回）

自　転　車

原動機付自転車

100円

15O円

広報 1996年(平成８年)12月２５日



松戸市消防出初式
川井敏久

１
月
７
日
(
火
)
午
前
1
0
時
か
ら
（
演

技
は
1
1時
か
ら
。
雨
天

の
場
合
は
、

式
典
の
み
を
消
防
局
講
堂
で
実
施
）

会
場
消
防
訓
練
セ
ン
タ
ー
　
内
容
は

し
ご
乗
り
、
消
防
音
楽
隊
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ド
リ
ル
、
消
防
局
・
消
防
団
・

企
業
自
衛
消
防
隊
・
婦
人
防
火
ク
ラ

ブ
・
自
主
防
災
組
織
に
よ
る
消
防
演

習
ほ
か
消
防
局
総
務
課
 
6
3・
1
1
1
1

内
線
3
1
2
番
、
当
日
の
案
内
 
6
2
・
0

1
1
9
番

消防出初式会場案内図

この一年を振り返って

早
い
も
の
で
、
今
年
も
残
り
わ

ず
か
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
こ
そ
は
穏
や
か
な

。
年
で

あ
っ
て
ほ
し

い
と
願

っ
て

い
ま
し

た
が
、
北
海
道
の
豊
浜
ト
ン
ネ
ル

の
崩
落
事
故
、
長
野
県
小
谷
村
の

土
石
流
に
よ
る
事
故

な
ど
、
多
く

の
尊
い
生
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
夏
に
は
病
原
性
大
腸

菌
Ｏ
‐
１
５
７
に
よ
る
食
中
毒

が

市民に好評なテレビ電話。順次ほかの支

所にも設置されます

全
国
的
に
発
生
し
、
多
数
の
感
染

者
が
出
て
市
民
生
活
を
脅
か
し
ま

し
た
。
国
内
で
は
今
な
お
感
染
者

が
発
生
し
て
お
り
、
気
を
休
め
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
市
民
の
皆

さ
ん
も
十
分
注
意
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
官
官
接
待
・
カ
ラ
出
張

問
題
・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を

め
ぐ
る
汚
職
事
件
な
ど
公
務
貝
倫

理
が
問
わ
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
し

た
が
、
私
あ
て
の
フ
ァ
ッ
ク
ス
や

手

紙
に
は
職
員
の
対
応
が
７

く
な

っ
た
、
丁

寧
に
分
か
り
や
す
く
説

明
し
て
く

れ
た
な
ど
の
礼
状
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
人
変
う

れ
し
く

思
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
一
連
の
事

件
を
他
山
の
石
と
し
、
身
を
引
き

締
め
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
信
頼
さ

れ
る
市
政
を
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

鳶 （とび）組 合の皆さんによる見事なはしご乗り

老
人
保
健
の
医
療
受
給
者
証
が

更
新
に
な
り
ま
す

老
人
保
健
法
に
よ
る
医
療
受
給
者

証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
で
、
有

効
期
間
が
平
成
９
年
１
月
3
1日
で
満

了
と
な
る
人
に
は
、
新
し

い
健
康
手

帳
と
医
療
受
給
者
証
を
１
月
下
旬
に

発
送
し
ま
す
。

新
し

い
医
療
受
給
者
証
の
有
効
期

間
は
平
成
９
年
２
月
１
日
か
ら
1
4年

１
月
3
1
日
ま
で
の
五
年
間
で
す
。

旧
医
療
受
給
者
証
は
、
２
月
１
日

以
降
、
老
人
保
健
課
ま
た
は
各
支

所

へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。

一

該
当
者
で
届

か
な
い
場
合
は
、
老

人
保
健
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

こ

ん

な

費
用

も
支

給

対

象

次
の
よ
う
な
場
合
も
、
医
療
費
支

給
の
対
象
に
な
り
ま
す
の
で
、
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

①
や
む
を
得
な
い
事
情
で
、
医
療
受

給
者
証
な
ど
を
持
た
ず
に
受
診
し
た

場
合
の
治
療
費
②
コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど

松
戸
市
の
施
策
を
振
り
返
り
ま

す
と
、
行
政
リ
ス
ト
ラ
実
施
計
画

が
４
月

に
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
、

年
次
計
画
で
順
次
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
さ
ら
に
二
〇
二

〇
年
の
松

戸
市
を
口
指
し

た
新
総
合
計
画
の

素
案
を
公
表
し
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
こ
れ

ら
を
取
り
入
れ
て
、
将
来
の
松
戸

市
の
街
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

７
月
に
は
、
新
松
戸
支
所
と
六

実
支
所
に
テ
レ
ビ
電
話
を
設
置
し

ま
し
た
。
テ
レ
ビ
の
画
面
で
親
切

丁
寧
に
説
明
し
て
も
ら
え

る
、
市

役
所
ま
で
行
か
な
く
て
済
む
な
ど

好
評
を

い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

今
後

は
他

の
支
所

に

も
設
置
し

て
、
支
所
機
能
の
充
実
を
図

っ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー

の
治
療
用
装
具
代
③
あ

ん
ま
・
マ
ッ

サ
ー
ジ
・
は
り
・
き
ゅ
う
の
施
術
費

①
移
送
費
用
⑤
生
血
費
用

※
②
～
⑤
は
医
師
が
認
め
た
場
合
に

限
り
ま
す
。

健

康
保

険
証

が

変

わ

っ

た

ら

老
人
医
療
対
象
者
が
加
入
し
て
い

る
健
康
保
険
証
の
種
類
や
内
容

が
変

わ
っ
た
と
き
は
、
必
ず
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
診
療
を
受
け
て
い
る
医
療

機
関
に
も
新
し
い
健
康
保
険
証
を
持

参
し
、
そ
の
旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。転

出

す

る
と

き

市
外
へ
転
出
す
る
と
き
は
、
医
療

受
給
者
証
を
返
還
し
、
転
入
先
で
新

た
に
受
け
取

っ
て
く
だ
さ
い
。

覬
老
人
保
健
課

1
2月
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

1
2月
定
例
市
議
会
が
、
1
2月
９
日

非
か
ら
1
9
日
(
木
)
ま
で
の
日
程
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

主
な
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

条
例
の
制
定

○
松
戸
市
自
動
平
等
の
違
法
駐
車
及

び
放
置
の
防
止
に
関
す
る
条
例
…
自

動
車
等
の
違
法
駐
車
及

び
放
置
の
防

止
対
策
を
講
ず
る
た
め
。

条
例
の
全
部
改
正

○
松
戸
市
敬
老
お
こ
づ
か
い
支
給
条

ス
市

と

の

姉
妹

都
市

提

携
二

十

五

周
年

の

年

で
も

あ
り

ま
し

た
。

こ

れ

か
ら

も
心

の
か
よ

っ
た

交
流

が

一
層

深

ま

る
よ

う

に
努

め

た

い
と

思

い
ま
す

。

多
く

の

皆

さ
ん

か
ら

ご
要

望

が
、

あ

り
ま

し

た
花

火
大

会

を

、
関

係

機

関

や
地

域

の
町

会

、
市

民

の
皆

さ

ん

の

ご
協
力

に

よ
り

、
四

年

ぶ

り

に
復

活

す

る
こ

と
も

で

き
ま

し

た

。会
場

と

な

っ
た
江

戸

川

の
河

川

敷

は

、
自

然
と

緑

に

ふ
さ

わ
し

い

場

所
と

し

て
市

民

の
皆

さ

ん

に
親

し

ま

れ
て

い
ま

す

。

ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
や
地

域

の
町

会

の
方

々

の

ご
協

力

に

よ
り

春

に

は
レ

ン

グ
、

秋
に

は
コ

ス
モ

ス

の
花

を

咲
か

せ

、
大

勢

の
方

に

楽
し

ん
で

い
た

だ

き
ま

し

た

。
来

年

は
、

さ

ら
に

面
積

を

増

や
た

い
と
考

え
て

い
ま

す
。

例
・
：
敬

老
お
こ

づ
か

い
制

度
の
全

面

的
な
見

直
し

を
す

る
た
め

。

条

例
の

一
部

改
正

○
松
戸
市
下
水
道
条
例
：
下
水
道
使

用

料

の
改
定

を
図

る
た

め
。

○
松
戸

市
病

院
事
業

の
設

置
等

に
関

す
る
条

例
…

理
学

診
療
科

の
名

称
を

医
療
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
い
変
更

す
る
と

と
も

に
、
国

保
松

戸
巾

立
病

院
に
精

神
科

を
新
設

す

る
た
め

。

こ

の
ほ

か
に

も
市

民

の
皆

さ

ん

に

ご
理

解

、

ご
協
力

を

い
た
だ

い

て

市

政
に
取

り

組

ん
で

ま

い
り

ま

し

た

が
、

来
年

は

さ
ら

に
市

民

の

皆

さ

ん

が
安
全

で
安

心

し
て

暮

ら

せ

る
街

づ
く
り

を
目

指

し

て
、

き

め
細

か

な
行

政
に
取

り

組

ん
で

ま

い
り
た

い
と
思

い
ま

す
。

市

民

の
皆

さ
ん

に
と

り

ま
し

て

間

も

な
く

や

っ
て

く

る
新

年

が
良

い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お

祈
り

い
た
し

ま
す

。

市

民

の
皆
さ

ん
の
声

を
直

接

お
聞

き
す

る
た

め
、
市

長
室

直

通

の
フ

ァ
ク
ス
を

設
置

し
て

い

ま

す
。
市

政
に

関
し
て

感

じ
て

い
る
こ
と

や
建

設
的

な

ご
意

見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
（
1
1
月
末

現

在
三
百

二
十
四

件
受

信

）
。

Ｆ

Ａ
χ
 
6
6・
2
3
0
1

番

固女性センターゆうまっど

64-8778番

「

バ
ー
ン

ア
ウ
ト

シ
ン

ド
ロ

ー

ム
」

と

い
う
言

葉
を
聞

い
た
こ

と

が
あ

げ
ま

す
か
。『
燃
え
尽

き
症
候

群
』

と

も
言

わ
れ
、
中

年
期

の
男

性

や
総
合

職

に
つ

い
た

女
性

た
ち

に
多

く
見

ら

れ
る
よ
う

で

す
。

少
し
前

に

、
私
た
ち

日

本
人
を

揶
揄
（
や
ゆ
）
し

て
「
働
き

バ
チ

」

と

か

「
エ
コ

ノ
ミ

ッ
ク

ー
ア
ニ

マ

ル
」
と

い
う
言

い
方

が
あ

り
ま
し

た

。
も

し
か
し

た
ら

、
そ

れ
は
私

た
ち

が
会
社

人
間
と
言

わ

れ
な

が

ら

も
仕

事
を
目

い
っ
ぱ
い
こ

な
し

、

我

を
忘

れ
た

生
き
方

を
し

て
き

た

こ

と

へ
の
警

鐘
を
含

ん
で

い
た

の

か
も
し

れ
ま
せ

ん

。
最
近

に
な

っ

て
、
こ

の
歪
（
ゆ

が
）
み

が
私

た
ち

の
精

神
生
活

の
上

に
も
現

れ
て

き

て

い
る
よ
う

で
す

。
中
年

期
の
男

性

や
総
合
職

の
女

性
た
ち

に
見

ら

れ

る
、

ウ
ツ
症
状

が
そ

れ
で
す

。

今

、
中
年

期
に

差
し
掛

か

っ
た

団
塊

の
世
代

と

い
わ
れ

る
男
性

た

ち
は

、
そ

の
数

が
多

い
だ
け
に
管

理
職
へ
の
道
も
険
し
い
状
況
で
す
。

こ
れ
ま
で

の
よ
う

に
年

功
序
列
や
、

頑
張

っ
て

結
果
を
出

し

さ
え

す

れ

ば
そ

れ
な
り

に
評

価
さ

れ
る
、

と

い
う

時
代

で
は

な
く
な

っ
て
き

て

い
ま

す
。

そ
の
た

め
、

人
生

の
目

標

や
価
値

を
企
業

社
会

で
の
成

功

や
仕

事
へ

の
充
足

感
に

求
め
て

き

た
場

合
、
努

力
し

て
出
し

た
業

績

の
評

価

が
低

い
と

、
こ

れ
ま
で

の

自
分

は
何

だ
っ
た

の

か
、
自
分

の

人

生
は
無

意
味

だ
と
自

己
否
定

に

向

か

い
、

ウ
ツ

状
態
に

陥

っ
て

し

ま
い
が
ち
で
す
。

総
合
職
の
女
性
た
ち
の
場
合
は
、

こ
の
状
態
が
と
て
も
早
い
時
期
に

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
彼
女
た
ち
は

採
用
さ
れ
た
と
き
か
ら
「
業
績
を

期
待
で
き
る
人
」
と
い
う
マ
ー
ク

付
き
な
の
で
、
絶
対
に
失
敗
は
許

さ
れ
な
い
と
ば
か
り
に
、
こ
れ
に

応
（
こ
た
）
え
よ
う
と
し
ま
す
。
ま

し
て
現
代
は
、
プ
ロ
セ
ス
や
企
画

の
良
さ
は
無
視
さ
れ
、
結
果
だ
け

が
も
の
を
い
う
企
業
社
会
で
す
。

自
分
に
与
え
ら
れ
た
仕
事
は
何
時

に
な
ろ
う
が
完
璧
に
こ
な
し
、
評

価
を
得
る
こ
と
が
大
事
な
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ま
る
で
男
性
た
ち
が

中
年
期
ま
で
に
少
し
ず
つ
積
み
卜

げ
て
い
く
評
価
を
、
彼
女
た
ち
は

二
十
代
で
得
よ
う
と
し
て
い
る
か

に
見
え
ま
す
。
そ
し
て
あ
る
日
突

然
、
中
年
期
の
男
性
と
同
じ
よ
う

に
ウ
ツ
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
う
の

で
す
。
仕
事
の
評
価
に
し
か
自
分
の
存

在
を
見
い
出
せ
な
い
男
性
た
ち
。

一
瞬
の
う
ち
に
燃
え
尽
き
て
し
ま

う
女
性
た
ち
。
寂
し
い
生
き
方
だ

と
は
思
い
ま
せ
ん
か
。
も
っ
と
自

分
を

大
切
に
し
て
、
「
よ
く
や
っ
た

ね
」
と
ほ
め
て
あ
げ
て
、
頑
張
り

過
ぎ
た
自
分
を
休
ま
せ
て
あ
げ
る

こ
と
も
必
要
で
は
な

い
で
し

ょ
う

か
。人
生
ハ
十
年
の
時
代
で
す
。
も

う
一
度
自
分
を
見
つ
め
直
し
、
細

く
長
く
生
き
て
み
る
。
そ
れ
も
ま

た
、
吐
界
的
な
潮
流
の
よ
う
で
す
。
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です。なお、仕事などの都合で時
間外保育を希望される人には、保

育時間の延長を行っています。

一時的保育実施保育所( 園)…公立＝牧の原保育所 85-0997 番、新松戸南部

保育所 44-0010番、民間＝松戸南保育園 68―0366番

利用できる人…①疾病、介護など緊急な場合や職業訓練などで児童の家庭保育

が困難な場合( 原則として週3 日間を限度) ②保護者の育児に伴う心理的 一身体

的な負担の軽減を図る場合

保育時間…午前8時30 分～午後5 時

(土曜日は午後O時30分)

直接または電話で保育課・保育所

(園) へ

年 齢　｜　　　 保 育 料

保育所（園）名

つぽみ保育園

松戸南保育園

小羊保育園

梨香台保育所

平和保育園

野菊野保育園

二十世紀ケ丘保育所

松ケ丘保育所

上本郷保育園

北松戸保育所

稔台保育園

松戸乳児センター

子すずめ保育園

八景台保育園

八柱保育所

金ケ作保育園

三空保育園

常盤平保育所

パンダ保育所

牧の原保育所

松飛台保育所

六実保育所

さわらび保育園

古ケ崎保育所

古ケ崎第二保育所

いわきき保育園

けやきの森保育園

松戸ひばリ保育園

馬橋保育所

馬橋西保育所

新松戸ベビーホーム

新松戸中央保育所

新松戸南部保育所

新松戸北保育所

小金西保育所

小金北保育所

小金保育所

さくら保育園

若芝保育園

小金原保育所

コアラ保育所

貝の花保育所

設置主体

社襠

社福

社福

市

社福

社福

市

市

社福

市

社福

社福

社福

社福

市

ﾈt福

社福

市

市

市

市

市

社福

市

市

社福

社福

社福

市

市

社福

市

市

市

市

市

市

社福

社福

市

市

市

保育所園入所案内

市内保育所( 園)一覧

年齢資格

産休明け

産休明け

産休明け

6ヵ月

産休明け

産休明け

6ヵ月

6ヵ月

産休明け

6ヵ月

産休明け

産休明け3歳未満

産休明け

産休明け

6ヵ月

産休明け

産休明け

1歳 6ヵ月

6ヵ月

産休明け

6ヵ月

産休明け3歳未満

6ヵ月

6ヵ月

産休明け

産休明け

産休明け3歳未満

６ヵ月

６ヵ月

産休明け3歳未満

6ヵ月

6ヵ月

6ヵ月

6ヵ月

6ヵ月

6ヵ月

産休明け

産休明け3歳未満

6ヵ月

6ヵ月

6ヵ月

住　　　　所

上矢切1101-2

小山523-5

上矢切113

高塚新田494-9

岩瀬608-6

野菊野5

二十世紀が丘戸山町73

松戸新田554-2

上本郷2292

上本郷3870

稔台610 －1

松戸新田597

日暮1丁目8 －4

松戸新田605 －58

日暮4丁目5 －2

金ケ作306

金ケ作216 －10

常盤平西窪町11-7

常盤平3 丁目25

牧の原2-73

日暮820 －19

六高台1丁目40

栄町3丁目183

古ヶ崎4丁目3617

古ヶ崎1丁目2994

西馬橋3丁目49-2

中和倉331

西馬橋1丁目28 －16

三ヶ月1534

西馬橋広手町123

新松戸6 丁目118-1

新松戸3 丁目111

新松戸南2丁目17

新松戸7丁目145

新松戸北2丁目11-3

中金杉3 ‾丁目192

小金444

小金原4丁目37 －15

小金原8丁目19 －20

小金原6丁目4 －2

小金原4丁目６

小金原8丁目11-1

‥市 立※設置主体「社福」…社会福祉法人立，「市」‥

※年齢資格は平成9 年∠1月１日現在の満年齢です。

※延長保育を含めた保育時間

電話番号　　 保育時間

068-7811 番　　 Ａ

O68-0366 番　　A

S62-5916 番　　 ｃ

C91-3ﾜ10 番　　 Ａ

昔67 －0123 番　　 ｃ

Q65-8385 番　　 Ａ

昔91 －2200 番　　 Ｂ

昔68 －91 引 番　　 Ｂ

容66 －06ﾜ5 番　　 ｃ

酋62 －8282 番　　 Ａ

c62-5536 番　　 Ａ

容62-7610番　　Ａ

容87－9874番　　Ａ

Q64-7802番　　Ａ

昔92 －2955 番　　 Ｂ

fi85-8863 番　　 Ａ

昔84―6959番　　Ａ

昔87ー6762番　　B

O86-0802 番　　 Ａ

登85－0997番　　Ｂ

S84-2421 番　　 Ｂ

O85-0998 番　　 Ａ

登62－1530番　　Ａ

登67一9981番　　Ｂ

c63 ―4004 番　　 Ｂ

041-0941番　　ｃ

昔44 －5026 番　　 Ａ

046 ―0336 番　　 Ａ

昔42－1097番　　Ｂ

O44-8001 番　　 Ａ

昔44 －3222 番　　 Ａ

登44-7221番　　Ａ

昔44-0010番　　Ｂ

S46-5161番　　Ｂ

045-4994 番　　 Ｂ

ｓ44一4155番　　Ａ

ｓ41-2644番　　A

a42－0661番　　ｃ

容43一1762番　　A

c41-2643 番　　 Ｂ

Q43-1262 番　　 Ｂ

公44 －0020 番　　 Ｂ

Ａ‥(月～金）＝午前7時～午後ﾜ時、（土）＝午前7時～午後5時

Ｂ…（月～金）＝午前7時30 分～午後6時30 分、（土）＝午前7時30 分～午後5時

Ｃ…時間が異なりますので各保育所（園)こ直接お問い合わせください。

ご

利

用

く

だ

さ

い

国

の

教

育

口

Ｉ

ン

対
象
高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校

・
短

期
大

学

・
大
学

・
大
学

院

（
海

外

を

含

む
）
、
専

修

学

校
、

各

種

学

校

、
認
可

を
受

け
た

予
備
校

、
盲

学

校

・
聾

学
校

・
養
護
学

校

の
高
等

部

・
そ

の
他
職
業

能
力

開
発

校
な

ど
の

教

育
施
設

に
入

学

・
在

学

す

る
人

の

保

護
者

で
、
前

年

の
年
収

が
工

一
百

十
万

円

（
事

業
所
得

者

の
場

合

は
九

百

九
十
万

円

）
以
内
　

融

資
額

生
徒

・
学
生
二
人
に
つ
き
百
五
十
万
円
以

内
利
率
年
三
・
％
（
固
定
）

融

資
金

の
使
途
入

学

時

・
在

学
中

に

必
要

な
費

用
　

返

済
期
間

八
年
以

内

（
交

通

遺
児

家

庭

・
母

子

家

庭

の
場

合
は
一
年
の
延
長
が
可
）
　
据
置
期

間
在
学

期

間
以
内

（
最

長
四
年

。
返

済
期

間
に
含

む
）

岡
国
民

金

融
公

庫
松
戸

支
店

豊
6
7・

1
1
9
1

番

教

育
委

員

会

会

議

を
開

催

1
2
月
2
6
日
(
木
)
午
後
２
時
か
ら
　
会

場
教
育
委
員
会
五
階
会
議
室
　
議
案

学
区
審
議
会
諮
問
に
対
す
る
答
申
等

肩
衰
容
官

貝
会
企
画
調
整
室
 
6
6・

7
4
5
5
番

法

務

局
の

混

雑

に

ご

理

解

を

法
務
局
で
は
、
不
動
産
取
引
や
経

済
活
動
に
伴
う
登
記
事
務
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
年
々
増
大
す
る
登
記
件

数
に
よ
り
事
務
処
理
に
時
問
が
掛
か

る
な
ど
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
ご
迷

惑
を
お
掛
け
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
住
宅
金
融
債
権
管
理
機
構

の
新
設
に
伴
い
、
住
専
処
理
に
関
連

す
る
大
量
の
登
記
申
請
も
予
想
さ
れ

ま
す登
記
事
務
の
処
理
に
当
た
っ
て
は

最
大
限
の
努
力
を
も
っ
て
対
処

い
た

し
ま
す
が
、
窓
口
の
混
雑
・
遅
れ
に

つ
い
て
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願

い
し
ま
す
。

羆
千
葉
法
務
局
松
戸
支
局
a
6
3・
6

2
7
8
番

国

民
健

康

保

険

料

納

付

確
認

書

を

送
付

し

ま

す

平
成
８
年
中
に
納
め
て
い
た
だ
い

た
国
民
健
康
保
険
料
の
金
額
の
納
付

確
認
書
を
、
１
月
末
ご
ろ
郵
送
し
ま

す
。
鵞
国
民
健
康
保
険
課
収
納
係

平

成

９

・
1
0
年

度

松

戸

市

指

名

競

争

入

札

参

加

資

格

審

査

申

請

の

受

け

付

け

対
象

①

物

品
納
入

業
者

（
建
設
工

事

資

材
を

含

む
）
、
委

託

業

務

業
者

（

設

計

・
測

量

・
コ

ン

サ

ル

タ
ン
ト

を
含

む
）
②

建

設
工
事

業
者

（
建
設

業
者

の
み

で
物
品

納
人

業
者

お
よ

び

委
託

業

務
業
者

を

除
く
）
　

受
付

期

間
①
１
月
1
7
日
(
金
)
～
２
月
６
日
(
木
)
②

２
月
2
4
日
(
月
)
～
３
月
７
日
(
金
)
　
受
付

時
間
各
土
・
日
曜
日
を
除
く
午
前
９

時

～
正

午
と
午

後
１

時
～
４

時
　

会

場

衛
生
会

館
三

階
会
議

室

※
申
請
書
に
は
契
約
課
と
財
政
部
管
財

課
で
配

布
し

て

い
ま
す

。

※
隔
年

で
受

け
付

け
ま
す

の
で

、
資

格

は
二

年

間
有

効
で
す

。

契

約
課
ま

た

は
財
政
部

管

財
課
川

度
係

松

戸

都

市

計

画
生

産

緑

地

地

区

の

変

更

案

の

縦

覧

縦
覧
期
間
１
月
1
0
日
(
金
)
～
2
4
日
(
金
)

の
午
前
８
時
3
0分
～
午
後
５
時
〔
閉

庁
日
を
除
ぐ
〕
　
会

場
み
ど
り
と
花

の
課
内
容
①
追
加
指
定
に
よ
Ｉ
変

更
す
る
地
区

②
行
為
の
制
限
を
解
除

し
た
こ
と
等
で
、
生
産
緑
地
の
機
能

が
失
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
変
更
す
る

地
区
鵞
み
ど
り
と
花
の
課
緑
政
係

都
市

計

画

下

水

道
の

変
更

案

の

縦

覧江

戸
川
左
岸
流
域
・
印
旛
沼
流
域

ド
水
道
の
幹
線
お
よ
び
ポ
ン
プ
場
の

変
更
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

縦
覧
期
間
１
月
７
日
(
火
)
～
2
1
日
(
火
)

の
午
前
８
時
3
0分
～
午
後
５
時
〔
閉

庁
日
を
除
く
〕
　
会
場
県
都
市
部
下

水
道
計
画
課
、
市
下

水
道
部
下

水
道

計
画
課
、
そ
の
他
関
連
市
町

弩
市
下

水
道
計
画
課
計
画
係

平成9年4月1日以降の入所申請を受け付けま

す

一時的保育の利用もできます

6か月以上

3歳末満児

3歳以上児

４時間まで　　　　　1400円

八時間を越え1時間毎に400 円

４時間まで　　　　　　700円

４時間を越え1時間毎に100円

原則として､午前8

時30 分～午後5 時

各家庭の前年分所得税

と、前年度市民税・固
定資産税の課税額をも
とに算定します。

入所要件…児童の保護者が、①昼間居宅外で労働してい る②昼間居宅内で児

童 と離 れて 日常の家 事以外 の労働をし ている③ 妊娠中 または出 産後間が ない

(出 産月をはさんで、前 後2 ヵ 月以 内) ④)疾 病、負傷 または心身に障害を有して

い る⑤長期 にわたり病人や心身 に障害のある同居の親族を常時介護している⑥

震 災、風水害、火災、その他の災害の復旧 に当たっている

※保護者以外の人が児童の保育をできる場合は除かれます。

※児童が集団保育に不適当と認められるときは、入所できない場合もあります。

※2人以!この就学前児童がいる場合は、その全員の入所申請がなければ、原則として入所でき

ません。

受付期間…1月17日(金)～31日(金)

受 付場 所…保育課

申請書の配布…12月25日(垂)から、保育課または各保育所(園)で

※現在入所中の人、入所|=11請中の人で平成9年度も引き続き入所を希望する場合も、新たに申

請してください。

入所決定通知…訪問調査、書類審査の後、3 月中旬にお知 らせします。

産休や育休前でも入所の予約ができます

産休前に就労していた保護者が、産後もしくは育児休業明けに復帰する場合 、

出産前や育児休業前でも入所時期や保育所を予約できるようになりました。

予約できる保育所（園）…常盤平保育所を除く全保育所（園）〔公立保育所は、

生後6 ヵ月以上の児童が対象。ただし 、民間保育園全園と松飛台保育所は産休

明けの児童から対象となります〕

匝］保育課保育係

日曜･祝日･年末年始。

夏休みのような長期的な

休みはありません。

園児の健康を守るため、

バランスのとれた完全給

食を行っています。

Ｏ歳から就学前まで。

〔保育所(園)によって

異なります〕

広報 1996年(平成８年)12月２５日

元気に遊ぶ子どもたち(牧の原保育所

)

保育料

保育時間
休所日

給食

保育所(園)はこんなところ

保育年齢



新素材・新材料

先端技術を駆使してつくられた新素材・新材料は、私たちが無意識のうちに様々な

所で使われています。例えば形状記憶繊維、形状記憶合金、生分解性プラスチック、

光ファイバー、超伝導物質、セラミックス、吸収吸着剤など、多くの種類があります。

これらの新素材・新材料は、日用品としてどのように使われているか。また地球環

境を考えた、エコマテリアル商品がどのようなものかを紹介します。

12　月　　　　　　　　　　１　月

印は1 日休み　★印は午後から休み

リ
サ
イ
ク
ル
都
市
ま
つ
ど
の
拠
点
と
な
る
よ
う
、

皆
さ
ん
の
協
力
と
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

リサイクルプラザの主な事業

修理再生事業(リサイクル工房)　…家具

・家電製品・自転車・衣類等を修理再生

して、市民に提供します。

リサイクル情報の提供・・・リサイクルに関

する市民の「知りたい」情報をとらえ、

広く市民に「知らせる」ために、情報を

さまざまな分野から集めるネットワーク

を作り、情報交換の場を提供します。

リサイクル企画事業…さまざまな活動グ

ループのシンポジウム等を通して、リサ

イクルの立場から、消費、生活のあり方

について「考える」拠点作りのお手伝い

をします。

開館時間…午前9 時～午後4時（月曜日

休み）

場所…リサイクルプラザ（中根長津町

247の1）〔右図〕

ゴミナイ
扁 リ サ イ ク ル ブ ラ ザ68 ―5371 番

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
は
、
不
用
品
を
再
利
用

す
る
こ
と
に
よ
っ

て

ご
み
を
減
ら
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
を
目
指
し
て
、
松
戸
市
清

掃
事
業
協
同

組
合
（
市

か
ら
市
内
清
掃
の
委
託

を
受
け
て
い
る
十

一
社
）
が
つ
く
る
新
し

い
施
設
で
す
。

プ
ラ
ザ
で
は
、
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
粗
大

ご
み
（
机
、
イ
ス

、

ダ
ン
ス
な
ど
）
や
資
源

ご
み
（
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
、
自
転
車
な
ど
）
、

毎
日
収
集
さ
れ
る
も
の
の
中
か
ら
、
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
物
を
選

び
、
修
理
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
展
示
し
お
分
け
し

ま
す
。

家
庭
か
ら
出
る
不
用
品
を
修
理
し
て
提
供
し
ま
す

1月1

7日Open

小学生(環境・ゴミ問題)

作文・絵画コンクール

「小学生（環境・ゴミ問題）作文 一絵画コンクール」
オイルヒーター（発煙・発火する

恐れがあります）

商品名STANZEX オイルヒーター

型式Ｓ OH ―1200  L　生産国中国

販売期間平成7 年1 月～平成8 年6 月

輸入事業者㈱エムアンドエム

㈱エムアンドエム 50725-33-45

57番

ローラースケート（走行中に車輪

がはずれ、転倒する恐れがあります）

商品名Ｒｏlle r　SKATE　生産

国台湾　販売期間平成7 年9月～平成

7年12 月　輸入事業者株汐ツミ

㈱タツミ 0729 －94－5652番

オ
イ
ル
ヒ
ー
タ
ー
と
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト

を
回
収
し
て
い
ま
す

「
わ
が
家
の
家
計
簿
、
生
活
設
計
一
体
験
談
を
募
集

年末年始 市の施設の休み

▲
液
体

窒

素
を

使
っ

た

超
伝
導

の

実
験
（
上

）
。

マ

イ

ス
ナ

ー
効

果

に
よ

っ
て

、
物

体
が

浮
上

す

る
不
思

議

を
お
見

せ

し
ま

す

▼生分解性プラスチック（下）は、微生物が

多く存在する自然環境下、例えば土壌や海水

中で分解され、最終的には炭酸ガスと水にな

ります。地球にやさしい素材です

26(木) 27(金) 28(土) 29(日) 3

0(月) 31(火) 1(祝) 2(木) 3(金)

4(土) 5(日) 6(月)

期　日
施設名
市 役 所･ 支 所

市 民 セ ッ タ ー　　

市 立 病 院

中央 ･ 小会保健センター　　：

勤 労 会 館

消 費 生 活 セ ン タ ー　　

森 の ホ ー ル21　　　

市 民 会 館

市民劇場

ユーカリ交通公園

i常 盤 平 児 童 福 祉 館　　

女性センター ゆうまつど市 立 博 物 館

戸 定 が 丘 歴 史 公 園

文 化 ホ ー ル

青 少 年 会 館( 本 館･ 分 館)

矢 切 公 民 館

タ ウ ン ス ク ー ル 根 木 内

東 部 ス ポ ー ツ パ ー ク

健 康 増 進 セ ン タ ー

席 盤 平･ 小 金 原 体 育 館　　

°２１世 紀 の 森 と 広 場

パークセンター自 然 観 察 舎　　　　　　　

六 和 ク リ ー ン セン タ ー 内 青 松 園

ク リ ーン セン タ ー 内 温水プ ー ル

.._._

六 実 高 柳 老 人 福 祉 セ ン タ ー

老人福祉センター(六実高柳を除く):

斎 場･ 北 山 市 民 会 館

和 名 ヶ 谷 ス ポ ー ツ セ ン タ ー

三ツ木君が通商産業大臣賞を受賞

の作文の部で、三ツ木聖くん（新松

戸南小学校6 年 ）の「溶けてい＜大仏

様」が 、通商産業大臣賞 （特別賞）

を受賞しました。

こ のコンクールは 、「環境・ゴミ問

題」をテーマに積極的な活動を展開

している全国商工会議所婦人会連合会

の主催によるもので，全国で41,848点

絵画32,951 点）の応募がありました。

その他の受賞者は次のとおりです（敬称略）。

絵画の部優秀賞＝菊田麻衣（旭町小学校6 年），佳作

＝安藤直毅（北部小学校6年）・野口賢作（新松戸西小

学校6年）・土屋うつ樹（八ヶ崎第二小学校4年）・小池

優子（寒風台小学校3 年）

三ツ木聖くん

(作文8,897点、

内

容
家
計

簿
を

つ
け

た
体

験
・
生

活

設

計

を
た
て

た
経

験
　

原

稿
形

式

二
千
字
（
Ｂ
４
判
四
百
字
詰
め
原
稿

用

紙
五
枚

以
内

。
縦

書
き

。
右
上

綴

じ

。
マ

ー
プ
ロ
使
用

の
場
合

は
Ｂ
４

判

の
用

紙
に
二
千

字
以

内

。

タ
イ

ト

ル

も
入

れ

る
）
　

添
付
資

料
家

計
簿

・
体
験

談
に

は
支
出
内

訳
表

、
生

活

設

計
体

験
談

に
は
生

活
設

計
表

（
期

間
自

由
）
　

入

選
発

表
平

成
９
年

６

月

（
特
に

優
秀

な
作

品

は
、
作

品
集

と
し
て

公
表

。
公
表

は

実
名
入

り

〔

職
業

・
年

齢

・
住
所

・
家
族
構

成
〕
）

※
作
品

は
、
未
発

表

の
も
の

に
限
り

ま
す

。
応
募

原
稿

は
お
返

し
し
ま

せ

ん

。
入
選

作
品

の
著
作

権
は

主

催

者
に
帰

属
し

ま
す

。

圃
２
月
2
8
日
(
金
)
ま
で
に
、
応
募
者
の

住
所

・
氏

名

（
ふ
り

が
な
）
　・
年
齢

・
職

業

・
電

話
番

号

（
自

宅
と

昼
間

の
連
絡
先

）
　・
同

一
家
計

で
暮

ら

す

家

族

の

応
募

者

と

の
続

柄

、
年

齢

、

学

年
、

家
計

簿

の
記
載

年
数

、
ま

た

は
生
活
設

計

を
始

め
た

と
き

か
ら

の

年

数

・
中
央

表
彰

を
受

け
た

こ
と

の

あ

る

場

合

は

そ

の
受

賞

歴

を
明

記

し
、

封

筒

の

表
面

に

は

「
家

計

簿

、

生
活

設

計

体

験

談
」

と

記

入

し

て

、

一
7
2
6
0

千

葉
市

中

央
区
市

場
町

一

の
一

千
葉

県
企
画

部

県
民

生
活
課

内
千

葉

県
貯

蓄
推

進
委

員
会

（

登
ｍ

・
2
2
3・

2
2
9
6

番

）

へ

広報 １９９６年(平成８年)12月２５日

文化ホール

特別展

期間…1月14日(火宀3月12日(水)

会場…文化ホール第3ギャラリー

(松戸駅西口徒歩5分)

時間…午前10時～午後6時

休館日…月曜日

費用…無料

問い合わせ…文化ホールQ67-7810 番

主な展示品

①形状記憶物質

②中空繊維

③光ファイバー

④エコマテリアル物質

⑤形状記憶合金

⑥弾むボール　弾みにくいボール

⑦未来の交通機関の模型

｜

一一

，　 ㎜㎜㎜

！

一一一

一一㎜　 ㎜ ㎜㎜

★
｜

－　 － 一一
★

★
ｒ ｆ ‘

★

★

★
｜

★

｜

欠陥商品にご注意を!Iイルヒーター（発煙・発火寸

科学で学ぼう

Ｏ 週 2週 4

週

6週



情報

野

鳥

観

察
会

（
船

橋

海

浜

公

園

）

１
月
1
9
日
(
日
)
午
前
８
時
松
戸
駅
東

ロ

デ
ッ
キ
上
集

合

、
午
後
Ｏ

時
3
0
分

現

地
解

散
（
雨
天

中
止

）
　
内

容
人

工

干

潟
と

海
に
隼

ま

る
冬
鳥
　

持

ち
物

筆

記
用

具
・
観
察

用
具

・
昼

食

な
ど

費
用
交
通
費
実
費

(
財
)
ま
っ
ど
街
と
水
辺
の
緑
化
基
金

4
5・
9
8
4
6

番

小

金

新

春

親

子

マ

ラ

ソ

ン

1
月
２
日
水
午
前
1
0
時
ス
タ
ー
ト

〔
雨
干
の
場
合
３
日
金
に
延
期
〕
会
場

小

金

北

小

学

校
　

種

目

五

ｊ

の

部

（
中
学
男
子
・
高
校
生
・
一
般
男
子
）
・

三

キ
ロ
の

部

（
小

学
生

・
中
学

女
子

・

一
般
女
子
）
　
費
用
無
料

圃

当

日
午
前
９

時
～
９

時
3
0
分

の
問

に
直

接
会

場
で

豐

体
育

指
導

委
具

・
藤

咲
 
4
4
・
9

2
4
8

番

※ タイトルが色刷りのものは、市の主催です。

催

し

物

初
詣

歩

け

歩

け

会

１
月
１
日
(
祝
)
午
前
９
時
東
漸
寺
本

堂
前
集
合
　
コ
ー
ス
東
漸
寺
～
本
土

寺
～
広
徳
寺
～
赤
城
神
社
～
蘇
羽
鷹

神
仕
～
幸
谷
観
音
～
日
枝
神

仕
～
八

坂
神
社
（
小
雨
決
行
）
　
費
用
無
料

圃
体
育
指
ぬ
委

員
・
細
野
 
4
2・
2

7
5
9
番

地
域

産
業
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

1
月
1
0
日
(
金
)
午
後
１
時
1
0
分
か
ら

会
場
柏
商
工
会
議
所
　
内
容
第
一
部

パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
＝
テ
ー

マ
「
東
葛
飾
北
部
地
域
の
産
業
活
性

化
を

考
え

る
」
、

第
二

部
特
別
講

演

＝
テ
ー
マ
「
ち
ば
新
時
代
に
向
け

て
」
千
葉
県
知
事
・
沼
田
武
氏
費

用
無
料
（
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
参
加
者
は

五
千
円
）

圉
電
話
で
(
財
)
千
葉
県
工
業
技
術
振
興

セ
ン
タ
ー
 
0
4
3
・
2
2
2
・
6
1
1
2
番
へ

ご

は

ん

大

好

き

健

康

家

族

県

民

の

集

い

１

月
2
2
日

水
午
後
Ｏ

時
5
0
分

か
ら

会
場

肯
葉

の
森
公

園
芸

術
文

化

ホ

ー

ル
　

内
容
ト

ー
ク

シ
ョ

ー
＝
俳

優

・

二
谷

英
明

氏

、
作
家

・
嵐

山
光
三

郎

氏

、

パ
ネ

ル

デ
ィ

ス

カ

ッ
シ

ョ
ン

＝

女

優

・
岡

部

ま

り

氏

、

料

理

研

究

家

・
土
井

善
晴

氏
、

タ
レ

ン
ト

ー
ロ

ザ
ン

ナ
ほ

か

※
参

加
者

全
員

に
コ

シ
ヒ

カ
リ
米

プ

レ

ゼ
ン

ト
。

ご
飯

・
お
米

を
題
材

に

し
た
川

柳

も
同
時

に
募

集

圃
1
2
月
2
7
日
(
金
)
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
に

住
所

・
氏

名

・
年

齢

・
職
業

（
学
校

名
）
・
電

話
番

号

を
記
入

し
て

、干
2
6
0

－
9
1
千
葉
中
央
郵
便
局
私
書
箱
四
〇

号
県
庁
農
政
課
（
｛
0
4
3
・
2
2
3
・
2
8

0
6
番

へ

裸

婦

デ

ッ

サ

ン

会

１
月
1
0
日
(
金
)
午
後
２
時
か
ら
　
会

場

寺
嶋
文
化

会
館
（
柏
駅

徒
歩
五

分
）

定
員
先
着
六
十
人
　
費
用
五
百
円

匣
直
接
ま
た
は
電
話
で
、
(
財
)
寺
島
文

化
会

館
 

０

４
７

１
・
6
7
・
6
1
5

3
番

へ

新

春
将

棋

大

会

１
月
1
9
日
(
日
)
午
前
1
0
時
～
午
後
４

時
 
会
場

市
民
会
館

対
象
市
内
在

住
・
在
学
・
在
勤
者
 
費
用
千
五
百

円
（
昼
食
付
き
）

松
戸
将
棋
愛
好
会
・
林
昔
8
5・
4

3
6
9
番

健

康

カ

ラ

オ

ケ

コ

ン

テ

ス

ト

1
月
1
5
日
(
祝
)
、
２
月
2
3
日
(
日
)
、
３

月
2
3
日
(
日
)
、
各
午
後
６
時
～
９
時

会
場
市
民
劇
場
 
費
用
入
場
無
料
（
出

場
二
千

円

）

圖

健
康
カ
ラ
オ
ヶ

普
及

会

・
冨

永

登

4
1・
3
6
2
3

番

借

地
借

家

の

無

料

相

談

１
月
1
4
日
(
火
)
午
後
１
時
～
４
時

会
場
勤
労
会
館
　
費
用
無
料

※
契
約
圭
に
等
が
あ
れ
ば
ご
持
参
を

圃
松
戸
借
地
借
家
人
組
合
・
外
谷

4
5・
３
ｒ
Ｄ
４
８
番

平
成
9
年
松
戸
市
成
人
式

１
月
1
5
日
(
祝
)
　
受
け
付
け
一
同
目

午
前
９

時
3
0
分

か
ら
、
二

回

目
午

後

１

時

か
ら
　

式

典

・
記
念
講

演
一

回

口
午
前
1
0
時
3
0
分
～
1
1
時
4
0
分
、
二

同
目
午

後
２

時
～

３
時
1
0
分

会
場

森

の
ホ

ー
ル
2
1
　
対
象

昭
和
5
1
年
４

月
２
日
～
5
2
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

市

民
　

内

容

①
式

典

②
記

念

講

演
＝

コ

度

き
り

だ

ぜ
人

生

は
」

金

ピ

カ

先
生
・
佐
藤
忠
志
氏

淤
式
典
に
は
手

話
通
訳

が
あ
り
ま

す
。

※
新
京

成
八

柱
駅
南

口

か
ら
送
迎

バ

ス

を
運
行

し
ま

す
。
車

で

の
来
場

は

ご
遠
慮

ぐ
だ

さ

い
。

崑

社
会

教
育
課

登
6
6・
7
4
6
2

番

よ
こ

す

か
ウ

イ

ン

ド
ア

ン

サ

ン

ブ

ル

・

ニ

ュ

ー
イ

ヤ

ー
コ

ン

サ

ー
月
1
2
日
(
日
)
午
後
２
時
～
４
時
3
0

分

会
場
市
民
会
館

内
容
グ
レ
ン

ミ
ラ
ー
メ
ド
レ
ー
、
マ
ー
チ

特
集
、

ジ
ュ
ビ
リ
ー
序
曲
　
費
用
無
料

圃

渋
谷

登
6
8・
1
4
5
4

番

県
立
現
代
産
業
科
学
館
の
催
し

物内　　 容　　　　｜　　 日　　　時　　　　 対象一定員　　| 費用圉
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
県
立
現

代
産
業
科
学
館

登
7
9・
2
0
0
5
番
、

F
A
X
‐
7
9
・
2
2
2
1
番
へ

保
健
・
衛
生

平
成
9
年
度
か
ら
健
康
診
査
は

登
録
制
に
な
り
ま
す
(
各
種
検

診
の
追
加
登
録
)

申

し

込

み

す

る

と

、

そ

の

検

診

に

つ

い

て

は

受

診

希

望

者

と

し

て

登

録

さ

れ

ま

す

の

で

、

自

動

的

に

検

診

の

通

知

書

を

送

付

し

ま

す

。

今

年

度

の

健

康

診

査

の

お

知

ら

せ

の

中

に

、

受

診

希

望

調

査

書

（
登

録

（

ガ

キ

）

を

同

封

し

ま

し

た

。

ま

だ

投

函

さ

れ

て

い

な

い

人

は

、

至

急

お

巾

し

込

み

く

だ

さ

い

。

申

込

期

限

１

月
3
1

日

金

奈

登

録

さ

れ

て

い

な

い

人

は

、

来

年

度

か

ら

受

診

で

き

ま

せ

ん

。

※

す

で

に

申

し

込

ん

だ

が

ほ

か

の

検

診

を

受

け

た

い

な

ど

、

内

容

を

変

更

し

た

い

人

も

お

申

し

込

み

く

だ

さ

い

。

※
令
録
（

ガ
キ
は
各
支
所
・
市
役
所

の
市
民
健
康
相
談
室
に
置

い
て
あ

り
ま
す
。

羆

健
康
課
検
診
係
昔
6
6・
7
4
8
7

番乳
が
ん
検
診

①
１
月
1
4
日
(
火
)
②
1
6
日
(
木
)
③
2
1
日

(
火
)
①
2
3
日
(
木
)
、
各
干
後
２
時
～
２
時

3
0分

の
間

に
受

け
付

け

会

場
①
小

金
保
健
セ
ン
タ
ー
②
③
常
盤
平
市
民

セ
ン
タ
ー
④
新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー

対
象
市
内
在
住
の
三
十
歳
以
上
の
女

性
　

費
用

百
円

（
生
活

保
護

世
帯

・

市

民
税

非
課
税

世
帯

・
老

人
医

療
対

象

者

は
無
料
）

圃

当

日

、
直
接

会
場
で

羆

健
康
課

検
診

係

登
6
6・
7
4
8
7

番

あ
な
た
の
健

康

Ｉ

Ｃ

Ｕ

病

院
内
の
部
屋

の
案
内
な
ど

に
、

Ｉ
Ｃ
Ｕ
と
い
う
文
字
を
見
掛
け
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。
こ

れ
は

、
Ｉ

ｎ

ｔ
ｅ

ｎ
ｓ
・
ｌ
ｖ

ｅ
　

Ｃ

ａ
ｒ

ｅ

Ｕ

ｎ
・
ｌ
ｔ
の
略
で

、
集

中
治

療
室

の
こ

と
で

す
。

重
い
救
急
患
者
y
・
重
症
者
・
大

手
術

後

の
患
者

な
ど
に

対
し

て
、

脈
拍

・
呼
吸

・
代

謝

な
ど
の

変
化

を
休

み
な

ぐ
監
視

し

な
が
ら

、
必

要
に
応

じ
て

適
切

な
処
置

を
行

い
、

患
者

の
状

態

が
良

く

な
っ
て
普

通

病
室

に
帰

れ
る
よ

う
に

な
る

ま
で

収
容

す

る
治

療
室

で
す

。

備
え
ら
れ
た
高
度
の
医
療
体
制

Ｉ

Ｃ
Ｕ

に
は

、
厚

生

省
で
定

め

ら

れ
た
次

の
よ
う

な
基

準

が
満
た

さ

れ
て

い
ま
す

。

①

専
任

の
医

師
と
看

護
婦

が
勤

務
し

、
特

に
看

護
婦

は
患
者
一
入

予

防

接

種

の

お

知

ら

せ

平

成
８

年
1
0
月
１

日
～
1
1
月
3
0
日

生

ま

れ
の
人

に
、

予
防

接
種

の
通
知

書
を
平
成
９
年
1
月
上
旬
に
送
付
し

ま

す

。

表
Ｉ

・
表

２
に
該

当

す
る
人

は
申

し
込

み

が
必
要

で

す

の
で

、
直

接

各

保
健
セ
ン
タ
ー
・
各
支
所
の
市
民
健

康
相
談
室
で
申
し
込
む
か
、
下
の
ハ

ガ
キ
記
入

要

領
で

、
干
2
7
1松
戸

市
竹

ケ
花
七
四
の
三
松
戸
市
中
央
保
健
セ

ン
タ

ー
内

保

健
衛

生
課
予

防
衛

生
係

（

登
6
6
・
7
4
8
4

番

）へ

※
児

童

・
生
徒

が
受

け
る
日

本

脳
炎

第
二
期

・
第

三
期

、
Ｄ
Ｔ

第
一

。期

は
、
乳

幼
児

期
に
受

け

た
予
防

接

種

の
追

加
接

種
と
Ｌ
で
行

い
ま

す
。

追

加
接
種

を
受

け

な

い
と

少
し

ず

つ
抗
体

が
減

っ
て
し

ま

い
ま

す
の

で
、
体

調

の
良

い
と

き

に
受

け
ま

に
対
し

一
人

の
割
合

で

一
般
病
棟

よ
り
多
く
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と

②

ベ
ッ
ド
サ

イ

ド
で

多
く

の
機
器

を
用

い
る
機

会

が
多

い
の
で

、
一

般
病
棟

よ
ひ

広

い
専

用

の
病
室

を

持
つ
こ
と
③

気
管

内
挿

管
用
機

器

、

徐

細
動

器

、
麻
酔
器

、
人
工

呼
吸

器

、
心

マ
ッ
サ

ー
ジ
器

な
ど

の
救

急
蘇

生
機
器

、
心
電

図

や
血
圧

な

ど

の
モ
ニ

タ
ー
機
器

を

備
え

て

い

る
こ
と
④
救
急
患
者
の
病
状
把
握

に
必
要

な

血
液
中

の
酸

素
や
二
酸

化
炭
素

、
電

解
質

な
ど

の
検
杏

が

常
時
可

能

で
あ

る
こ

と

⑤
ク
リ

ー

ン
ル
ー
ム
を
持

つ
こ
と

な

ど
で

す

。

さ
ま
ざ
ま
な
検
査
や
治
療

Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
完

備
さ

れ
た
機
能

は

、

十
分

に
か

つ
円
滑

に
活
用

さ

れ
な

け

れ
ば
な

り
ま
せ

ん
。
ま

た

、
Ｉ

Ｃ
Ｕ

で
は

、
前
記

の
心

拍
数

・
呼

し
ょ
う
。

※
旧
問
診
票
を
持
っ
て
い
る
人
は
個

別
接
種
受
託
医
療
機
関
・
集
団
接

種
会
場
で
新
し
い
問
診
票
と
交
換

し
て
受
け
ら
れ
ま
す
。

吸

数

・
血
圧

・
体
温

・
心
電

図

な

ど

を
モ

ニ
タ

ー
で

常

時
監
視

、

あ

る
い
は
記

録
す

る
ほ

か
、
尿

量

・

心
拍

出
量

・
循
環

血

液
量

や
動
脈

血
液

中

の
酸
素
圧

・
二

酸
化

炭
素

圧
・
電
解
質
７
Ｐ
Ｈ
値
お
よ
び
酸

素

飽
和

度
そ

れ
に
中
心

静

脈
圧

・

腎
機

能

・
脳
波

な
ど

を
必
要

に
応

じ
て

チ

ェ
ッ

ク
し
ま

す
。

Ｉ
Ｃ
Ｕ

に

お
け

る
検
杏

お
よ

び

処
置

は

、
頻
回

に
か

つ
迅

速
に
行

う

こ
と

が
必
要

で
あ

り
、

特
に
脈

拍

や
呼
吸

に
対

す

る
処
置

、
気
道

分
泌
物
の
除
去
な
ど
は
、
一
刻
を
争

う
こ

と

も
少

な
く
な

い
の
で

す

。

な
お

、
こ

の
Ｉ
Ｃ

Ｕ
と

似
た
機

能

を
持

つ
「
救

命

救
急

セ
ン

タ
ー
」

が
あ
り
ま

す

が
、
こ

れ
は

主
に

院

外
の
重
症
救
急
患
者
者
を
対
象
と
し

ま

す
。
こ

れ
に
対

し
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
は

一

応

、
院
内

の
患

者
を

対
象

と
す

る

施
設

と

い
う
こ

と

に
な
り

ま
す

。

し

か
し

、
輪
番

制
な

ど
で

深
夜
で

も

診
療

体
制

を
整
え

て
待

機
し

、

救
命

救

急
業
務

も
行
っ
て

い
ま

す

。

（
松
戸
市
医
師
会
)

市役所の代表電話は       66

-1111番

代表FAXは        63-3

200番

１。予診票を持つていない下記の人

○小学4 年生以上13 歳未満で日本脳炎第2 期を

受けていない人、中学2年生以上掲歳未満で

日本脳炎第3 期を受けていない人

○小学6 年生以上･13歳未満でＤＴ第2 期（旧ジ

フテリア第3 期）接種を受けていない人

○中学2 年生以上16 歳未満で風しん接種を受け

ていない人

表２　児童・生徒

１。平成8年10 月１日～11 月30 日生まれで12 月

巧日以降に住民登録をした人

２．予診票( 旧問診票) を扣っていない下記の人

3ヵ月以上4 歳 末満でツ反・ＢＣＧ接種を受

けていない人

3ヵ月以上7歳6ヵ月未満でポリオを２回飲ん

でいない人

3ヵ 月以上7 歳6ヵ月未満でＤＰＴ接種を４回

受けていない人

1歳以上7歳6ヵ月未満で麻しん、風しん接種

を受けていない人

3歳以上7歳6ヵ月未満で日本脳炎接種を３回

受けていない人

表1　乳幼児

･希 望する予 防接種 名

〔複数可]

･初めてまたは○回受けた

今まで 受けた 日付け

年 月　 日

年 月　 日

･住所

･保護 者氏名

･子ど もの氏 名

･子ど もの 生年月 日(学 年)

･電 話番号

ﾊ ガキ記入要領

合同企画展[東京湾・海苔(のり)

の文化誌／のりを喰(<)う｣

冬休みキッドシネマ

[トイストーリー]

産業たんけ,り 羃

サイエンスシネマ[ ビッグバン]

サイエンスシネマ｢ 毋なる宇宙｣

身近なサイエンス教室

｢ネームプレートをつくろう｣

1/5旧)～2/1(土)

午前9時～午後4時30分

1/5(日・7(火)午後1時～3時

1/11(土)午前10時50分～正午

1/12(日)午後1時～2 時

1/19(日)･26(日)午後1時

～2時1/25(土)午前10時30分～正午

当日先 着150 人

ﾉ｣厚生当日先着20人)

当日先着150人

小学 校5 年 生以 上

20人(要予約9)

無料

策 美料

120円

広報 1996年(平成８年)12月２５日

チャンネル

綴



講
座
・
講
演

ぼ
け
老
人
の
お
せ
わ
教
室

２
月
３
日
～
2
4
日
の
毎
週
月
曜
日

（
全

四

回

）
、

午

後

１

時
3
0
分

～

３

時

3
0
分
（
2
4
日
は
午
前
1
0
時
～
1
1
時
3
0

分

）
　

会

場

小

金

保

健

セ

ン

タ

ー

（
2
4
日
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「

マ

ー

シ

イ

ヒ

ル

」
を

見

学

）
　

対

象

ぽ
け

老

人

を

介

護

し

て

い

る

人

や

関

心

の

あ

る

人
　

内

容

講

演

①
「

痴

呆

性

老

人

の

理

解

と

問

題

行

動

へ

の

対

応
」

老
人

保
健

施
設

ケ

ア
（

ウ
ス
白

井
施
設
長
・
唐
崎
三
千
代
氏
②
「
ぼ

け
老
人

を

か
か
え

る
家
族

」

ぽ
け

の

老
人

を

か
か
え

る
家

族

の
会
千

葉

県

支
部
世
話
人
代
表
・
水
島
光
枝
氏
、

話
し

合

い
な

ど
　

定
員
先

着
四

十

人

費
用
無
料

圉

電
話
で
小

金
保
健

セ
ン
タ

ー
 
4
6。

5
6
0
1

番

へ

ス
ポ
ー
ツ

教室名　　｜　　日時　　　　会場　　｜対象  |定則費用文
化
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
使
用
を
受
け
付
け
ま
す

１
月
５
日
(
日
)
午
前
1
0
時

月
Ｉ
日
(
火
)
６
月
2
9
日
(
日
)

録
証
（
該
当
団
体
の
み
）

匣 ①～③は直接または電話でスポーツ課(昔63 －9241 番) へ。④・⑤は1 月６日(月)〔必

着〕までに､ 封書で返信用封筒を同封して、教室名(エアロビクスはコース名)・住所･氏名

(フリガナ)･年齢・電話番号を記入して、〒271松戸市和名ケ谷1360和名ケ谷スポー

ツセンター(S91 ―5990 番)へ

会
場
子（
化

ホ

ー
ル

講
座

室
　

他
用

期
間
４

持
ち
物

使
用

料

・
社
会

教
育

関

係
団

体

登

氈
文
化
ホ
ー
ル
 
6
7・
7
8
1
0

番

川

の

歴

史

講

座

「
利

根

川

水

運

と

関

宿

」

１
月
1
2
日
(
日
)
午
後
１
時
か
ら
　
会

場
県
立
関
宿
博
物
館
　
講
師
千
葉
経

済
大
学
教
授
・
川
名
登
氏
 
定
員
先

着
七
十
人
　
費
用
無
料

惠
電
話
で
県

立
関
宿
博
物
館
 
０
４

７
１
・
9
6・
1
4
0
0

番
へ

教室名｜　会場　｜　　日　時　　｜定員|対象  費用圉
電
話
で
常
盤
平
児
童
福
祉
館
 
8
7

3
3
2
0
番
へ

高

齢

者

巡

回

介

護

教

室

１
月
2
9
日
(
水
)
午
後
１
時
～
５
時

会
場
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
　
内
容
講

演

①
「
痴

呆

性

老

人

の

介

護

に

つ

い

て

」

旭

神

経

内

科

病

院

院

長

・
旭

俊

臣
氏
②
「
ね
た
き
り
老
人
の
介
護
に

つ

い
て

」

や

わ

ら

木

苑

在

宅

支

援

部

長

・
野

口

渉

子

氏

、

実

技

演

習

、

介

護

実

技

、

介

護

機

器

の

紹

介

ほ

か

定
員
先
着
八
十
人
費
用
無
料

吊
1
月
1
3
日
(
月
)
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
に

住

所

・

氏

名

・
電

話

番

号

・
　「

１

…
……

2
9巡

回

介

護

教

室

希

望

」

と

記

人

し

て

、

干
2
7
1松

戸

市

小

根

本

七

束

葛

飾

支

庁

社

会

福

祉

課
（
公
6
1
・
4
0
7
7

番

）

へ

高

齢

者

介

護

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

養

成

教

室

１
月
2
7
日
(
月
)
～
3
1
日
(
金
9
と
２
月
３

日
(
月
)
、
午
後
１
時
3
0
分
～
３
時
3
0
分

（
3
0日
・
3
1日

は
午

前
1
0
時
～
午

後
３

時
）
　
会
場
市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ
ン

タ

ー

（
3
0日

・
3
1

日

は

特
別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

「
松
寿

園
」

で
体

験
学
習

）
　

対
象

市
内

在

住

で

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
活
動

に
関

心

の

あ

る
人
　

定

員
三
十

人
　

費
用
無

料

軍
丁
月
1
0
日
(
金
)
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
に

住
所

・
氏
名

・
年

齢

・
電
話
番

号
を

記
入
し
て
、
〒
2
7
1
松
戸
市
本
町
一
四

の
二

第

一
生
命

ビ
ル
内

松
戸
市

社
会

福
祉

協
議

会

「
高
齢
者

介
護

ボ
ラ

ン

テ
ィ

ア
養

成
教

室
」
係

（
6
2

・
5

9
6
3

番

）
へ

※
応
募
者

多
数

の
場
合

は
抽

選

ひ

な
人

形

作

り

講

習
会

１
月
2
8
日
、
２
月
４
日
・
1
8
日
の

各
火
曜
日
、
午
前
９
時
3
0分
～
正
午

会
場
市
民
会
館
　
定
員
先
着
二
十
人

費
用
六
千
三
百
円
（
材
料
費
）

圃
電
話
で
木
口
込
み
人
形
和
光
会
・

瀬
嵐

豊
6
7・
7
8
0
0

番
へ

楽
々
バ
ラ
ン
ス
メ
ニ
ュ
ー
教
室

(
一
日
千
六
百
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
)

①
１

月
1
6日

②
２

月
2
0
日

の
各

木

曜

日
、

午
前
1
0
時
～

午
後

１
時

会

場

健
康

増
進

セ
ン

タ

ー
　

内
容

講
話

と
調
理

実
習

①
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

・

中
性
脂

肪
を

下

げ
る
た

め
に
②
骨

を

丈

夫

に

す

る
食

事
　

対

象

亟

内

在

住

こ
仕
勤
で

当
セ

ン

タ
ー

の
医

学
的

検
査

を
一
年

以
内

に
受
診

し
た

人

費

朋
各
回
四

自
円

圉

電

話
で
健

康
増

進
セ
ン
タ
ー
公
6
8・

1
8
1
4

番

へ

千

葉

県

生

涯

大

学

校

対

象
県
内

在
住

の
六

十
歳
以

上
で

学
習

の
成

果

を
地
域
活

動

で
役

立
て

る
な
ど

社
会
参

加
意

欲

の
あ

る
人

霍

貝
一
般

課
程
（
福
祉
科
・
生
活

科
・

園

芸
科

・
陶

芸
科

）
千

八

十
人

、
通

信
課
程
（
福
祉
生
活

科

）
五
百

人

費
用

無
料
（
実

習
費
等

の
負

担
あ
り

）

匣
１
月
８
日
(
水
)
～
２
月
３
日
(
月
)
の
問

に
、
市

な

が

い
き

謀

・
各

老
人

福
祉

セ
ン

タ
ー
、

東
葛

飾
支
庁

社
会

福
祉

課
で
配

布
し

て

い
る
入

学
案
内

に
よ

り
千

葉
県

生
涯
大

学

校
事
務

局
（
昔

圜
・
2
6
6
・
4
7
0
5

番

）へ

松
戸
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
テ
ク
ノ
2
1
)
講
座
案
内

講　座　名　　｜　　日　　　時　　　　｜　定員・費用

臙松戸地域職業訓練センター七戸市小金原1の19の3容49－3200番）
窓口で、先着順に受け付けます。

防
火
管
理
講
習
会

①
甲
種
２
月
５
日
水
・
６
日
(
木
)

②
乙
種
２
月
７
日
(
金
)
、
各
午
前
９
時

3
0分
～
午
後
５
時
 
会
場
市
消
防
局

定
員
先
着
各
百
五
卜
人
　
費
用
①
甲

種
四
１
円
②
乙
種
三
千
五
百
円
（
テ

キ
ス
ト
代
）

圉
１
月
1
4
日
(
火
)
～
2
0
日
(
月
)
の
間
に
、

直
接
各
消
防
署
ま
た
は
消
防
局
予
防

課
へ
羆

消
防
局
予
防
課
 
6
3・
1
1
1
1

内
線
2
0
8
～
2
1
0
番

個人
市政見学会

市政を身近に感じていただくた

め、個人を対象にした市政見学会

を実施します。

１月21日(火)午前9時市役所正面

玄関集合　 コース市役所→博物館

→和名ケ谷クリーンセンター(昼食

および見学) → 消防局→市役所( 解

散午後3 時30 分 予定) 定 員先着23:

人　 持ち物 昼食(食 堂等はありませ

ん) 費 用無料　　　　　　　　　 ｉ

聖徳大学オープンアカデミー講座(3 期)

講 座 名　　　　 ｜　　　　　 日 時　　　　　 ｜　　　　 講 座 名　　　　 ｜　　　　　 日 時

※上記の一般講座は，毎週記載の曜日で全3～10回（記載の時間から1回90分）　定員25～40人（先着順）　費用受講料1科目15,000円，

入会金　5,000円（3年間有効，卒業生｡70歳以上の人等には割引制度あり）講座によっては受講料が異なり，教材費（実費）のかかる

ものがあります。

匣 電話で聖徳大学SOA( ソア）センター 65-1111 内線[3231～･3235番へ

検定・教養講座

日商簿記2級受験講座

2/4～5/27の毎週火･金曜日
午前9時30分～11時30分

15人

30,000円

パソコン ・ワープ
ロ入門講座

パソコン ーワープ囗

FM-OASYS 基礎講座

ワープロソフト

一太郎入門講座

ロータス1-2-3 基礎

講座

①1/ 7(火)・　8休)
②1/29(水)・30(木)

1/20(月)・21(火)

23(木)・24(金

) 1/13(月)・14(火)

16(木)・17(金

) 1/18(土)・25(

土)

午後午前

午前

午前

各6人
5,000円

各10人
12,000円

※午前＝午前9 時30 分～正午、午後＝午後1 時30 分～4

時30分、土曜日＝午前9時30分～午後4時30分
各コースともテキスト代2,000円か別にかかります。

初心者入門講座

※午後＝午後1 時30 分～4 時

テキスト代2,000 円か別にかかＵま寸。

1/23(木)・24(金)

30(木)・31(金

)

午後
5人

15,000円

ど う な る ９ 現 代 人 の 食 生 活 / 正 し い 食 情 報 4

ロ レ ン ス の 小 説 ／ そ の 現 代 的 意 味

世 界 の 食 文 化 を 比 ぺ て み れ ば

万 葉 の 鑑 賞 か ら 短 歌 創 作 へ

子 供 の 頃 の 歌 を も う

一

度

フ ラ ン ス 人 と

一

緒 に フ ラ ン ス 語 で 話 し ｊ

し
ょ

う

家 庭 電 化 製 品 と 上 手 に 付 き 合 う 法

香 道 入 門

人 周 と は 何 か ／ 人 間 ら し く 生 さ る た め の 哲 学

文 化 も 学 ぶ フ ラ ン ス 語 入 門

親 子 で 遊 ぶ ／ ピ ア ノ 連 弾 の 楽 し み

泪 氏 物 語

絵 と 旅 ／ ベ ル ギ

ー

と オ ラ ン ダ

生 命 の 尊 厳 と ホ ス ピ ス ／ 今 を 生 か す た め に

イ ギ リ ス の 現 代 の 教 育 に つ い て

フ ラ ワ
ー 一 一

ア レ ン ジ メ ン ト

…

…
´ 早 春 期 Ａ

フ ラ ワ
ー ・

ア レ ン ジ メ ン ト ／ 早 春 期 Ｂ

母 親 の た め の カ ウ ン セ リ ン グ 初 歩

お も し ろ 生 活 学

ＷＩＮＤＣＷＳ‘ 9 5 に よ る 表 計 算

1/20～3/17 (月・9回)午前10時40分

1/20～3/24 (月・1O回)午後1時

1/20～3/24 (月・1O回･午後1時

1/20～3/24 (月・1O回) 午後2時40分

1/20～3/24 (月・10回)午後2時40分

1/ 9～2/13 <火・木1O回)･午前10時

40 分

1/14 ～2/18( 火 ・5 回) 午 前10 時40 分

1/21 ～3/25( 火 ・8 回) 午 前IC 時40 分

1/14～3/25 (火・10[回]午後1時

1/14～3/25 (火・10回)午後1時

1/14 ～3/25( 火 ・IC 回) 午 後2 時40 分

1/22 ～3/26( 水 ・10 回) 午 前10 時40 分

1/22～3/26(水・10回)午前10時40分

1/22 ～3/26( 水 ・IC 回) 午 前10 時40 分

1/14 ～3/25  (火 ・IC 回) 午 後1 時

1/22～3/26(水・10回)午前10時40分

1/22～3/26 (水・I0回)午後1時

一

1/22～3/26(水・I0回)午後1時

1/22～3/26 (水・I0回)午後1時

1/17 ～2/14( 金 一5 回) 午 後1 時

トラベル英会話

中級英会話

算数を好きにする 小話　　　　　　　 ｜

教育を通し て見る アメリカ

クラシック音楽を指揮し てみませんか？

フ ルートオーケストラ 、アンサンブ ルを

や ってみませんか

やさしい英会話（初級2)

英語と親しく なろう

俳 句入門／現代俳句への道をたとりつつ

オルガンヘの誘いＡ

早 春の江戸川を船や足で歩きまし ょう

チーズを中心とする欧米の食生活の三脚論

初めて油絵を描く 人のために

絵づ＜リの楽しさ/ 創造の面白さを味わ

いましょう

楽しい読み聞かせ

初めての中国語／基本表現そし て中国

日本料理の基礎／和食の美味し さ

んか

1/22～3/7（水・7回）午後7時

1/22～3/ 7（水・7回)･午後7時

1/16～3/27 (木・10回）午前10時40分

1/16～3/27 (木・I0回）午前10時40分

1/16～3/27 (木・10回）午前I0時40分

-……-一一

1/10～3/14 (金・10回）午後4時20分

1/16～3/27 (木・10回）午後1時

1/16～3/27 (木・1O回）午後2時40分

1/17～3/28 (金・1O回）午前10時40分

1/10～3/ 7（金・9回)午前10時40分

2/28 ～3/21  (金 ・3 回 ） 午 後1 時

1/16 ～3/27  (木 ・10 回 ） 午 後1 時

1/17～3/ 7 (金・8回）午後4時20分

1/18～3/29（土・1O回)･午前10時40分

1/18 ～3/ 1 （土 ・6 回 ） 午 前10 時40 分

1/18～3/15 (土・8回）午後1時

2/ 1 ～3/8 （土 ・3 回 ） 午 後1 時

1/25 ～3/29 （土 ・9 回 ） 午 前10 時40 分

|圉電話で広報課へ

常
盤
平
児
童
福
祉
館
製
作
教
室

小
　

学
　

生

マフラー

落下さん
ほか

クッキ－

常盤平
児童福祉館

六実市民

センタ一

小金原市民
センター

12/27(金)

午前10 時～ 正午

1/18(土)

午後２時30分

～ ４時

2/8(土)

午後２時～４時

先着
10人

先着
20人

先着
15人

① 少 年 レ ス リ ン グ

② ア ー チ ェ リ ー

③ ミ ニ バ ス ケ ッ

ト ボ ー ル

④ 水　 泳

⑤ エ ア ロ ビ ク ス

1/19 ～3/30 の 毎 週 日 曜

日(3/16 を 除 ＜ 全10 回)

午 前10 時 ～ 正 午

1/19 ～3/9 の 毎 週 日 曜

日( 全8 回) 午 後1 時 ～3 時

1/19 ～3/30 の 毎 週 日 曜

日(2/16･3/23を除＜全

9回)午前9時～11時

1/23 ～3/13 の 毎 週 木 曜 日

(全8回)午前10時～正午

① 火 曜 日 コ ー ス

1/21 ～3/18 の 毎 週 火 曜 日

(2/11 を 除 く 全8 回) 午 前10

時30分～11時30分

② 水 曜 日 コ ー ス

1/22 ～3/12 の 毎 週 水 曜 日

(全8回)午前10時30分～

11 時30 分

運 動 公 園 予 備 室

運 動 公 園 練 成 室

・陸 上 競 技 場

常 盤 平 体 育 館

和 名 ヶ 谷 ス ポ ー ツ

セ ン タ ー 温 水 プ ー 儿

和 名 ヶ 谷

ス ポ ー ツ セ ンタ ー

多 目的 ホ ー ル

成
人
の
初
心
者

（
市
内
在
住
）

男 女 小･

中 学 生

中 学 生

以 上

小 学3 年

生 以 上

先 着

30 人

先 着

40 人

無料

20人 1回

（抽選）600 円

各25人　1回

（抽選）15O円

広報 1996年(平成８年)12月２５日

参加者募集

ス
ポ
ー
ツ
教
室



※相談はすべて無料です。☆印の相談は予約をお願いします。

市民会館

見に行こう聴いてみよう＝文化施設だより＝

68-1237 番

文化ホールギャラリー　67-7810番
期　間　　　　　　　　　 内　　 容　　　　　　　　　　　　 問い合わせ先

松戸駅市民ギャラリー 市社会教育課
登66-7462 番

21世紀森と広場パークセンター　S45-8900番

期　　間　　　　｜　　　　　　　内　　　　　　 容

森のホール21　c84 ―5050番

期 日　　　 内　容 （☆印は有料）開演時間I　　　　　　問い合 わせ先

昔68－0070 番市民劇場

入館時間…午前9 時30 分～ 午後4時30 分（月曜日は休館） 入館料…大人60 円 、高大学生40 円 、

小中学生20 円（第2 ・4土曜日は、小中学生の観覧は無料です）

ｉ　戸定歴史館の開館以来､ 松戸徳川家をはじめとする多くの方々から寄贈

滓 託を受けた品々を中心に展示し、昭武ゆかりの人々を紹介し ます。
ｌ

戸定歴史館　c62-2050番

博物館　S84-8181番

内　　　　　 容

期　　間　　　　　　　　　　　　　　　　　内　　　　 容

◆テレホン案内サービス

………容66-0010 番

平日・午後５時～翌日午前９時

休日と土曜･ 午前９時～翌日午

前９時

◆夜間急病診療所…登68-3756 番

衛生会館内･毎日午後8 時～11時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

………容65-3430 番

衛生会館内･午後８時～11時

救急医療体制
健康保険証を忘れずに

○お気軽にご相談ください　１月の相談あんないＯ

12/26(木)まで

午後1時15分･3時15

分 か ら20 分 間( 土
一
日

･
祝

一
休 日 は 午 前11

時 か ら も 上 映)

i/5(日)～31(金)

午 後1 時15 分･3 時15

分 か ら15 分 間( 土･ 日

･ 祝
・
休 日 は 午 前11

時 か ら も 上 映)

l/118土)～3/2(日)

1/19 ～3/30 の 隔 週

日 曜 日 〔 全6 回 〕

午 前10 時30 分
～

正 午

1/21 ～3/11 の 毎 週

火 曜 日

各 日 午 前10 時 と 午 後

2 時 か ら2 時 間

一一

1/26
～2/16 の

毎 週

日 曜 日 〔 全4 回 〕

午 後1 時30 分
～3

時

入館時間…午前9時30 分～午後4時30 分　常設展観覧料…一般3CO 円(240 円)･高大学生150円(100

円)･小中学生100 円(60 円)。(　)内は20 人以上の団体料金　※第2 ・4土曜日は、小中学生の観

覧は無料です。 休館日…月曜日(祝日に当たるときは翌日)･第4金曜日(館内整理日) 総合展

示解説ツアー･･･毎週土・日曜日と祝日の午後2時から30分間、解説餔による総合展示解説ツア

ーを開催しています(参加者は観覧料が必要です)。

ハイ ビジ ョン 映 像「 水の 表情/ 越前 和紙 の美 」

会場 講堂　 費 用 観覧無 料

ハイ ビジ ョン 映 像「 世界 やき も の紀 行 ／ス ペイ ン の旅」

会場 講 堂　 費用 観 覧無 料　　　　　　　　　　

※2 ／1（土 ）か らは 「シ ル ク ロー ドの 謎 一大宛 国発 掘 ／甦る 古 代中 央 アジ

ア 」（59 分 間）を上 映し ま す。

松戸 市所 蔵美 術 品展

内 容 油 彩画 一日本 画 ・彫刻 ・陶 芸 等 、松戸 市 ゆかり の 美術 家の 作品 を一

堂に 会し 紹介　 会場 企 画展 示 室　 費用 観覧 無料

中 世 の資 料を 読 む

内 容 中 世 の文 書 ・記録 の 解読 と 解説 を 通し て 、生 き た歴史 を 学 ぶ　 講師

中山 文 人（博 物 館学 芸 員） 対 象 一 般　 定 員30 人（抽 選 。 全回 参 加で きる

人） 費 用 無料

痢1月９日(木)〔必着〕までに、往復ハガキに住所・氏名・電話番号を記入

し て 、〒270 松 戸 市千 駄 堀671 市 立 博物 館 「中 世 の 資料 を 読 む」 係 （S

84 －8272 番） へ

体験 教 室「布 を 織る 」

内容 縦糸に 木 綿糸 、横 糸 に細く 裂 いた 木 綿布を 使 って 布を 織る 裂 き 織り

を体 験　 対 象 一般　 定 員 各 回先 着3 人　 費 用 無料

［舸電 話で 市立 博物 館体 験 教室 「 布を 織る 」係（登84 －8272 番）へ

学芸 員 連続 諸演 会

内容1/26［本土寺過去帳から見る中世の松戸］（中山文人）、2/2「送り大

師一東 葛の八 十八ヵ 所巡 礼」（青木 俊也）、2/9 「徳川昭 武の 日記から 見る 明

治の松 戸」（柏木一朗 ）2/16 「ガン ダー ラの仏塔 を堀る １」（大森隆 志）

対象 一般　 会場 博物 館 講堂　 定 員 各回当 日 先着80 人　 費 用無 料

1 / 5 ( 日

1 1 ( 土 )

-

1 2 ( 日 )

一

１ ５ ( 祝 )

一 一

１ ８ ( 土 )

１ ９ ( 日 )

※月曜日は休館

ピアノ声楽試演会

ピアノ発表会

ピアノエレクトーン発表会

カラオケコンテスト

歌コンサート　☆

ピアノ発表会

10:00

18:00
-
13:30

18:00

18:30

15:00

岩 谷真 由 美

山 内恵 美子

小 林幸 一

富 永＜ 乙子

徳 永和 子

田 原亜 紀

登62 － 1991 番

S63- 5109 番

**66-1189 番

≪41-3623 番

≪43-8524 番

昔85 －4708 番

2／11(祝)まで

徳川昭武を
めぐる人々

期　　間期　日｜　　　内容（☆印は有料）　　|開演時間　　　　　問い合わせ先

1/12(日)

21(火)

25(
土)

よこすかウィンドアンサンブル

吹奏楽コンサート

岸 千恵子・こまどリ姉妹ショー

国立音大同調会千葉県支部

第20 回同調会コンサート

15:00

14:00

16:30

よ こ す か ウ ィ ン ド ア ン サ ン ブ ル

fi68-1454番
Ｓ ・ Ｔ プ ロ ダ ク シ ョ ン

昔03－3827ー8092番|

国立音大同調会　　　41-7671番

１／５(日)～12日

22(水9～26(日)

松戸美術会29 回展

松戸市小中学校児童生徒書初展

松戸美術会　　　　　　S41-7ﾜ8ﾜ 番

市教育委員会指導課　a66 ―7458 番

開館時間…午前10 時～午後6 時(月曜日は休館)

期間1　　　12/26(木)まで　　　1　　　27(金)～1/9(木)　　　　　10(金)～23(木)

東

-

西

井口 淳子 作 品展

｢水 彩 に魅 かれ て｣

巓井 口 43-89｢71 番

コンピューターアートスウールビ

ッグベン第2 回Ｃ･Ｇアート作品展

圖 高山**46-5391 番

ステンドグラス・アトリエ

貴子作品展

固金津S65-3183番

露松院

口一書き後染書道展

嬲:坂本61－0022番

公文 ベン 習字 教 室

ペン ・筆 ペン 作品 展

群鎌 田登86 －6507 番

日本国際ボランティ アセンター

松戸グループ写真展

岡 中野S66 －7864 番

催
し
物
一
相

談

入館時間…午前９時～午後４時(月曜日は休館)

1/19(日)午後2時～3時　　　　　昆虫ウォッチング　　講師…自然解説員　佐藤隆士氏

圉当日パークセンターで（先着25 人）　費用…無料　※雨天中止

毎週水・土・日曜日・祝日

午前10時～正午　午後1時～４時

みどりの相談員による花や緑に関する相談

(電話でも受け付けます)

期日｜　　　内　　容　（☆印は有料)　　　　問い合わせ先

大

ホ

｜

ル

小

ホ

｜

ル

1/11(土)

12(日)

18(土)

12/26･(木)

1/10(金)

11(土)

12( 日)

19(日)

25(土)

第 １ 回 松 戸 フ ァ ミ リ ー 名 作 劇 場

「チロヌップのきつね」　　　　　　☆

ｵﾏｰﾙ ・ パ レ ン テ　 ＆　 オ ル ケ ス タ ・

デ ・ タ ン ゴ ア ル ゼ ン チ ー ノ　　　　 ☆

民文連特別公演　民謡フェスティバル☆

常 盤 平 学 園 音 楽 教 室35 周 年 記 念ｺﾝｻｰﾄ

桂 枝 雀 独 演 会　　　　　　　　　　 ☆

親 子 ま ん が 映 画 会　 ☆　110:00 12:00

ピ ア ノ ・声 楽 発 参 会　

ア ン ダ ン テ ピ ア ノ 発 表 会　　　

音 楽 発 表 会

10:00

16:00

14:00

18:30

18:00

18:30

14:00

10:30

14:O0

12:00

オリエント映画 03-5285-5760番

松戸市文化振興財団 84-5050番

MIN-ON 千葉予約センター

Q043 一287-6688番

二木久美子　　　　S84-6754番|

東京音協松戸サービスセンターQ63-43 潤 番

アニメセンター 03-3466-4406 番

杷 本 安 紀 子

池 上 雅 子

小 原 由 起 子

相談名　　　期　　日　　　　時　　間　　　 会　場

交通 事故

市政･一般

法律相談☆

税務 相談

登記 相談

行政 相談

住宅 相 談

外国人相談

労 働 相 談

市

民

相

談

室

※
金
銭
問
題
の
相
談
も
行
い
ま
す
。

商工観光

課労政係

市
役
所
相
談
コ
ー
ナ
ー

市民相談室
午前9時～午後5時

午前8時30分～午後5時

午後1 時～５時

午前９時～正午

午後1 時～５時

午後1 時～４時30分

午後1 時～３時

午前10時～午後４時

午前９時～正午

午後1 時～５時

月～ 金 曜 日

毎週火･木､第2月曜日

第 １ 月曜 日

第 ２金 曜 日

第 ３金 曜 日

第 ２・第 ４ 月曜 日

毎週 水 曜 日

第 ２ ・第 ４火 曜 日

第 １・第 ３ 月曜 日

※労働相談は東葛飾支庁商工労政課(5361 -4089番)でも行っています。

巡

回

年

金

相

談

消費生相談

7(火)

10(金)

14(火)

17( 金)

21(火)

24(金)

28(火)

31( 金)

月
～
金 曜 日

午前10時～午後3 時

午前９時～午後４時

常盤平支所

小金 支所

小 金原支 所

馬 橋 支所

六実 支所

新松 戸支 所

矢切 支所

東部 支所

国

民

年

金

課

適

用

係

豪
左
記
以
外
の
日
は
国
民
年
金
課
へ

消費生活センター

65－6565番

相談名　　　期　　日　　　　 時　　間　　　 会　場

人権相談

第2～第４金曜日

7(火)

８(水)

９(木)

午前10時～午後3 時

市役所相談んコーナー‾雁 茸 ］

常盤単覇回

小金原市民

センター

千
葉
地
方
法
務
局

松
戸
支
局

市
援
護
課
庶
務
係

社
会
福
祉
協
議
会

S
6
8・
0
5
0
3番

※人権相談は千葉地方法務局松戸支局(063  ― 6278番)でも行っています。

市役所相談

コーナー

馬橋支所

六実支所

小金支所

常磐平支所

新松戸市民

センター

小金原市民

センター

午 前10時～午後3 時

午前10時～午後４時

午後１時～７時

午前10時～午後４時

午後1時3O分～4時3O分

午前９時～正午

午後1時30分～4時30分

午前8時30分～午後5時

女性センター

(相談室直通)

63 ― 0505番

女性センター

登64-  8778=番

教育研究所
Q66-7461 番

北松戸保育所

067  - 4646番

第2 ～ 第 ４金 曜 日

6(月)

7(火)

7(火)

8(水)･22(水)

8(水)･22(水)

9(木)･16(木)

第 １～ 第 ３月 曜 日

第 ４ 月曜 日

火･ 金曜 日

毎 月第 ２火 曜 日

月～ 金 曜 日

月～ 金 曜 日

心
配

ご

と

相

談

ゆ う ま つ ど

こころの 相 談

女 性就 業相 談

女 性 パ ー ト

労 働 相 談

就 学 相 談 ☆

教 育 相 談 ☆

育 児 相 談

(すくすくﾃﾚﾌｫﾝ)

広報 1996年(平成８年)12月２５日
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